
令和7年3月13日

№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

1 意見
実施方針/

要求水準書(案)
事業者
受注者

実施方針と要求水準書で言葉が異
なっております。（実施方針→事業
者、要求水準書→受注者）
誤解無いよう、統一頂ければと考え
ます。

事業者で統一します。

2 質問 要求水準書(案) 1 第1 1 1 概要

「リサイクルプラザ施設の一部先行
解体（杭は残置）を行う。（※この
残置杭のうち、本工事にあたり障害
となるものは、本工事内で撤去す
る。）。」と記載ありますが、RX3通
りの壁も撤去されることでよろしい
でしょうか。
リサイクルプラザの断面図等にて解
体範囲を記載して教えて頂けないで
しょうか。
また、上記については全て本体工事
着工（令和8年3月）までに完了する
ものと考えてよろしいでしょうか。

RX3通りの壁は残置しま
す。断面図は入札公告ま
でに提示できるか検討し
ます。
なお、この先行解体につ
いては令和８年３月まで
に完了予定です。

3 質問 要求水準書(案) 1 第1 1 1 計画概要
本工事の工事範囲において、土壌汚
染は無いと考えてよろしいでしょう
か。

未調査のため不明です。

4 質問 要求水準書(案) 1 第1 1 1 計画概要

リサイクルプラザ解体部分に残置さ
れる杭以外に、本工事の工事範囲に
おいて地中残置物は無いと考えてよ
ろしいでしょうか。
また、本工事において障害とならな
い杭は残置してもよろしいでしょう
か。(法令的に問題にならないと考え
てよろしいでしょうか。)

別工事の先行解体工事に
て残置しても問題ないか
確認し、残置しても問題
のない状態で引継ぎしま
す。なお、残置杭の位置
は図面上に残すようにし
てください。

5 質問 要求水準書(案) 1 第1 1 1 撤去

「本工事にあたり障害となるもの
は、本工事内で撤去する。」とあり
ますが、提示された図面に記載のな
い予期せぬ地中障害物等の撤去につ
いては別途協議いただけるものと考
えてよろしいでしょうか。

別途協議とします。

6 質問 要求水準書(案) 1 第1 1 1 概要

積替施設の運用と本工事は同敷地内
において並行して実施することにな
る。とありますが、ストックヤード
も運用されるのでしょうか。運用さ
れる場合、ストックヤードの車両動
線についてご提示頂きたく御願いし
ます。

ストックヤードも運用し
ます。車両動線について
は入札公告時に提示しま
す。

7 意見 要求水準書(案) 3 第1 1 7 1) (9)
見学対象箇所
および見学方法

見学対象箇所および見学方法(直視、
ITV等)を事業者提案とさせて頂けな
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

8 質問 要求水準書(案) 3 第1 1 7 1) (9) 全体計画
居室間(清浄エリア)を往来する職員
動線については、見学者動線を兼用
して良いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

9 質問 要求水準書(案) 3 第1 1 7 1) (9) 全体計画

見学先はプラットホーム、ごみピッ
ト、焼却炉室、中央制御室、タービ
ン発電機室、灰出設備、選別室及び
資源保管場所（搬出側）とするこ
と。とありますが、配置計画上、灰
出設備、選別室及び資源保管場所
（搬出側）について直接視認できな
い場合はカメラ、モニタを使った提
案をしても宜しいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

10 質問 要求水準書(案) 3 第1 1 7 1) (9) 見学者動線

見学先について、動線計画上直視に
よる見学が困難な場合は、ITVによる
見学をご提案させていただいてもよ
ろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

標記の件、以下のとおり回答します。

要求水準書（案）に関する質問・意見書への回答
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№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

11 質問 要求水準書(案) 3 第1 1 7 1) (15) 見学者動線

「見学者については、現施設(管理
棟)に迎え入れ、そこから新施設へ誘
導する想定」とありますが、既設管
理棟は、上履きに履き替えての見学
となっています。新施設へは、一
度、外履きに履き替え、管理棟を出
て、屋外通路を通っての見学とする
ことでよろしいでしょうか。また、
新施設の見学者コースは、外履きで
の見学とすることをご計画されてい
るという理解でよろしいでしょう
か。

外履き、室内履きの区分
については事業者提案と
します。

12 質問 要求水準書(案) 3 第1 1 7 1) (17) 全体計画

「既存施設への切り替えが生じるの
で十分注意のこと」とあります。新
施設受電後は、新施設から既設へ高
圧送電できるよう高圧フィーダーを
用意しておく、との解釈でよろしい
でしょうか。

新施設から既存施設への
接続を行ってください。

13 質問 要求水準書(案) 3 第1 1 7 1) (17) 全体計画
「既存施設への切り替えが生じるの
で十分注意のこと。」とあります。
切替工事は事業者所掌でしょうか。

ご理解のとおりです。

14 質問 要求水準書(案) 3 第1 1 7 1) (17) 全体計画

「構内第１柱については、既存の構
内第１柱付近に設置すること。」と
ありますが、既存の構内第1柱が新施
設建設予定場所から離れているた
め、新設する構内第1柱の位置を敷地
南西付近に変更頂けないでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

15 質問 要求水準書(案) 3 第1 1 7 1)
(17)
(18)

全体計画

新ストックヤードへの回路や電路検
討のため、新ストックヤード想定し
ている電圧及び電源容量をご教示願
います。

ガス化溶融炉の解体跡地
に建設するとしていたス
トックヤードの整備内容
は未定です。

16 質問 要求水準書(案) 4 第1 1 7 1) (18) 添付資料10

添付資料10の「中継施設運用時の車
両動線」は変更の可能性ありとのこ
とですが，工事範囲内に中継施設に
係る車両は侵入しない認識でよろし
いでしょうか。

プラットホームを通り抜
けた大型車両が右折する
際に大回りになるため、
一部、工事範囲に掛かる
場合があります。別途図
を提示しますので、組合
にお問い合わせくださ
い。

17 質問 要求水準書(案) 4 第1 1 8 1) 立地条件

設計条件は、国土交通省監修「建築
設備設計基準 令和6年版」（最新
版）の浜松の数値を採用してよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

18 質問
要求水準書(案)

添付資料14
5 第1 1 8 2) (8)

汚水供用開始区
域

汚水供用開始区域が指定なしとなっ
ておりますが、要求水準書（案）5頁
記載の通り、生活排水は合併浄化槽
で処理し、公共用水域に放流する
（＝添付資料14に示される排水管又
は最終桝に接続する）という理解で
宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

19 質問
要求水準書(案)

添付資料14
5 第1 1 8 2) (9)

雨水供用開始区
域

雨水供用開始区域が指定なしとなっ
ておりますが、要求水準書（案）5頁
記載の通り、雨水は公共用水域に放
流（＝添付資料14に示される排水管
又は最終桝に接続する）という理解
で宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

20 質問 要求水準書(案) 5 第1 1 8 2) (10) 緑地面積率
工事範囲外における緑地面積をご教
示願います。

入札公告時に提示しま
す。

21 質問 要求水準書(案) 5 第1 1 8 3) 搬入道路

敷地北側を進入・退出門扉とする場
合，退出車両と見学者車両の交錯を
防ぐため，既存施設の周回動線を使
用することは可能でしょうか。
その際は既存路面サインを変更して
もよろしいでしょうか。

供用時における車両動線
に関しては、工事範囲外
になっている既存施設の
周回動線を使用しても構
いません。その際に必要
な工事については、実施
しても構いませんが、運
営に支障がないよう協
議・調整をしてくださ
い。

22 質問 要求水準書(案) 5 第1 1 8 4) (1) 電気　受電電圧

電気に関する工事負担金は組合様負
担と考えてよろしいでしょうか。な
お、受注者負担の場合は、負担金額
をご教示願います。

組合負担とします。
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№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

23 質問 要求水準書(案) 5 第1 1 8 4) (1) 敷地周辺設備

現施設工場棟から新施設への受電切
替について、新施設側受電開始まで
は建設工事側は仮設で受電し、現施
設工場棟は現状のままとし、新施設
受電開始後は現施設工場棟も新施設
側から受電する想定とのことです
が、その際の現施設工場棟での電力
使用量をご教示願います。

入札公告時に提示できる
か確認します。

24 質問 要求水準書(案) 5 第1 1 8 4) (2) プラント用水

純水装置の設計にあたり、上水の以
下の水質情報をご提供願います。
過マンガン酸消費量（CODMn）、カリ
ウムイオン、アンモニウムイオン、
硫酸イオン、イオン状シリカ、炭酸
イオン、COD、ノルマンヘキサン。
ご提供が難しい場合は、事業者が自
主分析するため、予定上水のサンプ
ルをご提供、または自主サンプリン
グさせていただけないでしょうか。

水質データはございませ
んので、自主サンプリン
グをお願いします。具体
的な日時調整について
は、直接組合までご連絡
ください。

25 質問 要求水準書(案) 5 第1 1 8 4) (5) 雨水

雨水は、雨水枡へ集水した後、公共
用水域に放流と記載ありますので、
雨水処理設備及び雨水利用設備は設
置不要で宜しいでしょうか。

雨水利用設備は設置不要
とします。

26 質問 要求水準書(案) 7 第1 2 1 1.1 1) 処理能力

受入設備の容量決定のため、年間処
理量は33600t/年と考えてよいでしょ
うか。
(60t/日×2炉×280日/年=33600t/年)

R12年度想定で29,547t/
年のごみ処理量ですが、
これに10％の災害ごみ処
理量を上乗せしたもの
が、120ｔ/日の施設規模
の根拠となります。

27 質問 要求水準書(案) 7 第1 2 1 1.1 2) 計画ごみ質

対象ごみには剪定枝が含まれている
かと思いますが、受入設備の容量決
定のため、剪定枝の年間処理量をご
教示願います。

入札公告時に提示できる
か確認します。

28 質問 要求水準書(案) 7 第1 2 1 1.1 2) 計画ごみ質

現在貴組合では、一般持込において
分別した布団、毛布、羽毛布団、衣
類・古布、くつ・かばん、コード・
配線などを有価物として搬出してお
られますが、新施設においても、こ
れらの品目については一般持込から
分別し、有価物として外部搬出する
との理解でよろしいでしょうか。
また、この場合、適切な選別場所を
確保する必要があると考えてよろし
いでしょうか。
また、これら以外に一般持込におい
て分別する予定の品目があれば、ご
教示願います。

ご理解のとおりです。

29 質問 要求水準書(案) 7 第1 2 1.1 2) (2) 組成

（2）組成は、し尿汚泥・下水汚泥も
含まれていると理解してよろしいで
しょうか。含まれていない場合に
は、汚泥の処理割合、組成、発熱量
をご提示願います。

し尿汚泥・下水汚泥も含
まれているものとお考え
ください。

30 質問 要求水準書(案) 7 第1 2 1.1 2) (2) 組成
汚泥の割合は、添付資料20に示され
る実績と同様と理解してよろしいで
しょうか。

ご理解のとおりです。

31 質問 要求水準書(案) 8 第1 2 1 1.5 搬出入車両

車両動線の計画を行うため、新焼却
施設のごみ収集車両、焼却灰等搬出
車両の最大寸法をご教示願います。
また、焼却灰、飛灰処理物搬出車両
の１日平均来場台数をご教示願いま
す。

焼却灰については引取先
が決まっておらず、搬出
車両の大きさ・頻度とも
に不明です。飛灰処理物
は、10ｔダンプで１日１
～２回搬出を予定してい
ます。

32 質問 要求水準書(案) 8 第1 2 1.5
1)
4)

搬入出車両
車両動線の計画を行うため、新焼却
施設のごみ収集車両、焼却灰等搬出
車両の最大寸法をご提示願います。

車両ｔ数からの推定で設
計をお願いします。

33 質問 要求水準書(案) 8 第1 2 1 1.5 6)
平均搬入台数、
積載対象廃棄物

地区収集系搬入台数の最大台数が平
均台数より少ないため、数値を確認
願います。

平均台数36（台/日）	最
大台数38（台/日）とな
ります。
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№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

34 質問 要求水準書(案) 8 第1 2 1 1.5 6)
平均搬入台数、
積載対象廃棄物

組合構成市の分別マニュアルによる
と、粗大ごみは「直接搬入」または
「民間事業者による戸別収集」と
なっています。家庭系・事業系・公
共系の積載対象廃棄物として「可燃
粗大ごみ」および「不燃粗大ごみ」
が記載されていますが、これらの粗
大ごみは「民間事業者による戸別収
集」されたものが搬入されるという
理解でよろしいでしょうか。

個人持込もあります。

35 質問 要求水準書(案) 8 第1 2 1 1.5 6)
平均搬入台数、
積載対象廃棄物

燃えないごみ、不燃性粗大ごみにつ
いてもそれぞれの平均及び最大搬入
台数をご教示願います。

内訳は不明です。

36 質問 要求水準書(案) 8 第1 2 1.5 6) 平均搬入台数
最大台数をご提示頂きましたが、登
録車両と非登録車両の想定内訳につ
いてご提示願います。

最大の日（406台）で登
録車が44台、非登録車が
327台、地区収集車が35
台となります。

37 質問 要求水準書(案) 10 第1 2 1.8 4) 余熱利用計画

余熱利用計画に記載の発電効率は、
「基準ごみにおいて、2炉全負荷時、
18%以上」とありますが、蒸気タービ
ンの項(86頁)では「18％以上 基準ご
み～高質ごみ 2炉運転時」とごみ質
や負荷について条件が異なります。
基準ごみにおいて2炉全負荷の条件で
算定すると理解してよろしいでしょ
うか。

ご理解のとおりです。

38 質問 要求水準書(案) 10 第1 2 1.8 4) 余熱利用計画

「系統連系に係る電力容量は原則と
して2,000ｋW未満とすること」とあ
りますが、送電制限が2,000kW未満と
いうことでしょうか。

ご理解のとおりです。

39 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2 2.1 1) ごみ組成
組成内訳は、「燃えないごみ」及び
「不燃性粗大ごみ」の搬入時点での
数値と考えてよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

40 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2 2.1 1) 公称能力
燃えないごみ、不燃性粗大ごみそれ
ぞれの組成内訳をご教示願います。

個別の組成内訳データは
ございませんので、同じ
として想定をしてくださ
い。

41 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2 2.1 2) 計画ごみ質
計画ごみ質ですが、処理対象ごみ
各々の単位体積重量をご教示くださ
い。

それぞれ同じとして想定
をしてください。

42 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2 2.1 2) 計画ごみ質
計画ごみ質に記載の「スプレー缶
1,000～1,100本/日程度」の処理方法
をご教示ください。

ガスが残っているもの
は、ハンマー等を使用
し、人力で穴あけをして
います。

43 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2 2.1 2)(1) 計画ごみ質

スプレー缶、ライターが燃えないご
みとして含まれているようですが、
今後分別収集に変更する予定があれ
ばご教示願います。

現状、分別の予定はあり
ません。

44 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2.1 2) (1) 計画ごみ質

燃えないごみに「小型家電、スプ
レー缶、ライター等」が記載されて
いますが、これらは受入ヤードで不
適物として取り除くと理解すれば良
いでしょうか。取り除いた小型家電
については貴組合にて外部に処理委
託されると考えてよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

45 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2.1 2) (1) 計画ごみ質

スプリングマットレスは添付資料19
に示された寸法および搬入枚数他に
基づき、受入ヤードを事業者提案に
より提示すればよろしいでしょう
か。また、受入後は既存の資源回収
ステーションで解体、選別されると
の理解でよろしいでしょうか。御要
求事項がある場合はご提示願いま
す。

受入ヤードについてはご
提案をお願いします。受
入後、敷地内に一旦貯留
し、外部搬出しますが、
資源回収ステーションと
は決まってはいません。

46 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2.1 2) (1) 計画ごみ質

スプリングマットレスの解体後のス
プリング類の取扱についてご提示願
います。
回収事業者様のコンテナに貯留する
場合は、コンテナ仕様をご提示願い
ます。

解体後、敷地内に一旦貯
留し、外部搬出します。
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47 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2.1 2) (1) 計画ごみ質

スプリングマットレスは「不燃性粗
大ごみ」若しくは「可燃性粗大ご
み」の計画処理量のいずれかに含ま
れるのでしょうか。
含まれる場合、スプリングマットレ
スは別途解体での処理となることか
ら、該当する計画処理量から減じた
値をご提示願います。

搬入はされますが、いず
れの処理量にも含まれな
いとお考え下さい。

48 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2.1 2) (1) 計画ごみ質

添付資料23,24に記載があって本項に
記載のない以下の収集ごみは、引き
続き既存の資源回収ステーションで
受け入れるため、今回の新マテリア
ルリサイクル推進施設での受入は不
要との理解でよろしいでしょうか。
【掛川市】
乾電池・充電式電池、蛍光管・体温
計・温度計(水銀入り)、プラスチッ
ク資源、びん・かん・ペットボト
ル、食用油、古紙
【菊川市】
乾電池・充電式乾電池、蛍光管・体
温計(水銀入)・温度計(水銀入)、プ
ラスチック製容器包装、アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル、ビン
類、発報スチロールトレー

本工事の中で、代替設備
となるストックヤードを
整備するように変更しま
すので、その中でご記載
の資源物等を貯留するよ
うにします。

49 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2.2 1)
搬入形態／燃え
ないごみ

2024年11月13日付受領「掛川市・菊
川市衛生事務組合「新廃棄物処理施
設整備事業に係る調査依頼」に関す
るご質問への回答」No.43で不燃ごみ
(燃えないごみ)は「小型コンテナ回
収」とありましたが、添付資料23,24
に基づき「燃えないごみ」は各市の
指定袋での「袋収集」を正として考
えればよろしいでしょうか。

地区により、コンテナ収
集と袋収集が混在しま
す。『掛川市（大東区
域、大須賀区域）ごみ分
別マニュアル2021.3』を
追加で添付します。

50 質問 要求水準書(案) 11 第1 2 2 2.4 搬出入車両

車両動線の計画を行うため、新マテ
リアルリサイクル推進施設のごみ収
集車両、処理物・資源物等搬出車両
のそれぞれのサイズ(t数)および最大
寸法をご教示願います。

車両ｔ数からの推定で設
計をお願いします。

51 質問 要求水準書(案) 12 第1 2 2 2.4 3)
タンクローリー
車（10t）

活性炭の薬剤使用量は少ないため、
活性炭の薬剤搬入車両に関しては３t
ローリー車として活性炭貯留槽を計
画してもよろしいでしょうか。
なお、３tローリー車での搬入とした
場合でも、１回あたりの搬送量は数
か月分の薬剤使用量に相当します。

３ｔ単位の受入で貯留槽
を計画しても構いませ
ん。

52 質問 要求水準書(案) 12 第1 2 2 2.4 4)
処理物・資源物
等搬出車両

搬出物ごとに対応する搬出車両をご
教示願います。
また、搬出車両に「アームロール車
(2t,10t車)」とありますが、これら
コンテナの使用用途(貯留物)につい
てご教示願います。

特に用途は決まっており
ません。

53 質問 要求水準書(案) 12 第1 2 2.6 主要設備方式

可燃物等の残渣は新焼却施設のごみ
ピットへコンベヤ等にて搬送するこ
とになっていますが、ピット火災リ
スク低減のため、車両搬送を提案し
ても宜しいでしょうか。

ご提案のとおりでも可と
します。

54 質問 要求水準書(案) 12 第1 2 2 2.6 1)(1) 主要設備方式

「各受入ホッパ」とありますが、受
入ホッパは燃えないごみと不燃性粗
大ごみで一つのホッパを共用すると
の理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

55 意見 要求水準書(案) 12 第1 2 2 2.6 1)(4) 搬出設備

「可燃物：可燃物等の残渣は新焼却
施設のごみピットへコンベヤ等にて
搬送」とありますが、「火災防止対
策としてバンカ貯留後にダンプ車に
て搬送」を提案させていただけない
でしょうか。

No.53を参照してくださ
い。

56 意見 要求水準書(案) 13 第1 2 2 2.6 2)
処理フローシー
ト（参考）

アルミ選別機から「可燃物」と「ア
ルミ」は抽出可能ですが、「不燃残
さ」は同時抽出不能です。「可燃残
さ・不燃残さ分離装置」を設けるこ
ととしてよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。
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№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

57 質問 要求水準書(案) 20 第1 5 1 6) 試運転

試運転期間中の運転管理に必要な電
気主任技術者、ボイラータービン主
任技術者の準備については、竣工後
に運転管理を行う企業にて準備する
ほうが合理的なため、貴組合にて準
備いただけないでしょうか。
なお、受注者が準備した場合には運
転管理を実施するかは未定のため、
試運転期間のみの配置となることが
懸念されます。一方、貴組合（外部
委託業者含む）にて準備頂いた場合
には、試運転時から配置することに
より施設を熟知した技術者を施設稼
働開始時より配置することが可能と
なります。

入札時点では、見積額に
含めてください。試運転
前までに長期包括運営委
託先の電気主任技術者、
ボイラータービン主任技
術者を配置できないか検
討します。

58 質問 要求水準書(案) 20 第1 5 2 5) 運転指導

「供用開始後も機器の操作方法等、
運転員の実務上の疑問に対して相談
に応じること」とありますが、
供用開始後の指導員の常駐等を求め
るものではないと考えてよろしいで
しょうか。

常駐を求めているもので
はありません。

59 質問 要求水準書(案) 20 第1 5 3 2)
試運転及び運転
指導にかかる経
費

試運転期間中の売電による収益の所
掌についての記載がありませんが、
受注者所掌と考えてよろしいでしょ
うか。

受注者所掌とします。

60 質問 要求水準書(案) 25 第1 6 2 2)
引渡性能試験
方法

焼却灰のサンプリング場所につい
て、「焼却灰搬出装置出口等1箇所」
とありますが、保証値が乾灰で指定
されていますので、灰冷却装置入口
でサンプリングしても良いと理解し
てよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

61 質問 要求水準書(案) 27 第1 6 2
新焼却施設の引
渡性能試験方法
（5/5）

非常用発電機はJIS B8041（ガスター
ビン受渡試験方法）に準じることと
記載ありますが、第11節電気設備 8
非常用電源設備の項では形式の指定
はありません。準拠する規格は選定
した型式により見直されるとの理解
でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

62 質問 要求水準書(案) 30 第1 7 1 2) (1)
プラント機器の
契約不適合責任
担保期間

土木・建築工事関係の契約不適合責
任担保期間と同様に引渡後2年間とさ
せていただけますでしょうか。

土木・建築工事関係の契
約不適合責任担保期間を
３年とします。

63 意見 要求水準書(案) 30 第1 7 1 2） (1)
プラント工事関
係

『プラント工事関係の契約不適合責
任担保期間は原則として3年間』と記
載がある一方で『契約不適合により
改修した機器については改修後5年間
もしくは機器固有の契約不適合責任
担保期間のいずれか長い期間』との
記載があります。元の契約不適合責
任担保期間を超える期間の設定は過
大だと考えますので、『なお、契約
不適合により改修した機器について
は…とする』については、元の3年間
に変更願えないでしょうか。（もし
くは削除願えないでしょうか）

ご質問のとおりとしま
す。

64 質問 要求水準書(案) 31 第1 7 6
契約不適合責任
担保期間中の点
検、整備・改修

かし担保期間中(3年間)の点検、整
備・補修について、通常の運転管理
として行う薬品、油脂類の補充、交
換作業、消耗品の交換作業、軽微な
清掃については、貴組合にて実施頂
けるものと考えてよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

65 質問 要求水準書(案) 31 第1 7 6
契約不適合責任
担保期間中の点
検、整備・改修

かし担保期間中(3年間)の点検、整
備・補修について、法定点検は貴組
合にて実施いただけるとのことです
が、法定点検の実施に伴い必要とな
る準備作業(清掃、マンホール開放な
ど)、復旧作業についても貴組合にて
実施いただけるとものと考えてよろ
しいでしょうか。
なお、ボイラの法定点検について
は、定期事業者検査は建設事業者に
て実施し、その結果に基づき、貴組
合にて安全管理審査を受審頂くもの
と考えてよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

66 質問 要求水準書(案) 37 第1 9 4 3)
交付金申請図書
等

「記載申請関係図書」とあります
が、本事業は地方債を適用されると
の理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。
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№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

67 意見 要求水準書(案) 37 第1 9 3 4) 検査要領書

検査要領書については、承諾図書対
象機器の工場検査実施項目と記録提
出項目を一覧表にまとめた、工場検
査項目表（工場検査基準書と呼ぶ場
合があります。）を提出致しますの
で、これに代えさせて頂きたく、ご
検討の程御願い致します。

契約後の協議によるもの
とします。

68 意見 要求水準書(案) 44 第2 1 1 2) (1) 手摺
手摺の材質は「鋼管溶接構造SGP」と
ありますが、一般構造用炭素鋼鋼管
STKとしてもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

69 質問 要求水準書(案) 44 第2 1 1 2) (1) 構造
要求水準に記載されている「鋼管溶
接構造SGP32A以上」は変更してよろ
しいでしょうか。

No.68をご参照くださ
い。また、25A以上でも
可とします。

70 質問 要求水準書(案) 44 第2 1 1 3） (6）
歩廊・階段・点
検床等

プラント架構をボルト接続とするこ
とで施工効率を向上させることが可
能ですが、ボルトカバー部が数セン
チ歩廊上面に張り出します。
通行性や維持管理上支障がなけれ
ば、ボルト接続を採用してもよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

71 質問 要求水準書(案) 44 第2 1 2 防熱、保温

保温材の材質として、「蒸気系、排
ガス系、空気系、温水系、水系、油
系及び薬液系は、ケイ酸カルシウム
またはロックウールとし、必要に応
じてグラスウールとすること」とあ
りますが、流体条件によってはグラ
スウールを使用しても良いと理解し
てよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

72 質問 要求水準書(案) 44 第2 1 2 防熱、保温

集じん器の保温外装材は、接ガスし
ない構造となっている場合、腐食の
懸念もありませんので、角波カラー
鉄板およびカラー鉄板としてよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

73 質問 要求水準書(案) 46 第1 1 4 2） 塗装

「塗料は原則として、第2種ケレン
後、錆止塗料2回、中塗り1回、上塗
り1回とすること」とありますが、保
温を施工する機器外面および製缶
品、風道等ダクト類の内面について
は、保温施工や据付までの養生用と
考え、錆止塗料1回とすることは可能
でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

74 意見 要求水準書(案) 46 第2 1 4 1) 塗装

「施工に当たっては、(中略)工程調
整を行い実施する」とありますが、
当該箇所は前後文と関連が無いと考
えますので、当該箇所を削除して頂
けないでしょうか。

削除します。

75 質問 要求水準書(案) 47 第2 1 7 6) 地震対策

プラント鉄骨が建築関係の耐震基準
に準拠する場合，第4章，第2節，3，
5)，(1)で規定される「官庁施設の総
合耐震・対津波計画基準」による重
要度係数1.25も適用されるのでしょ
うか？

No.76、No.77のご質問に
あるプラント設備の大型
機器を支持するプラント
鉄骨については、当該大
型機器に準じるとしま
す。

76 質問 要求水準書(案) 47 第2 1 7 8) 地震対策

「ただし、炉本体、減温塔、バグ
フィルタのように大型機器について
は、設計水平震度を0.3以上に設定す
ることでも可とする。」とあります
が、これは該当機器については「火
力発電所の耐震設計規定」を適用し
てもよいということでしょうか。

ご理解のとおりです。

77 質問 要求水準書(案) 47 第2 1 7 8) 地震対策

「8) 新焼却施設焼却炉本体及び各設
備機器の構造計算は、建築設備に準
じること。ただし、炉本体、減温
塔、バグフィルタのように大型機器
については、設計水平震度を0.3以上
に設定することでも可とする。」
とありますが，炉本体、減温塔、バ
グフィルタのような鉄骨フレームを
含む大型機器は，火力発電所の耐震
設計規程に従い，設計水平震度0.3以
上としてよろしいでしょうか？

No.76をご参照下さい。

78 質問 要求水準書(案) 47 第2 1 7 9) 地震対策

地震計を「新焼却施設及び新マテリ
アルリサイクル推進施設に設置」す
る旨の記載がございますが、本施設
は合棟であり、両施設共通で設置す
ることでよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。
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№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

79 質問 要求水準書(案) 48 第2 1 8
機器管理
システム

「異常発見時にプラントメーカにお
いても情報を共有可能なようにする
こと」とありますが、情報はイン
ターネット回線を利用してプラント
メーカに常に情報を送信すると理解
してよろしいでしょうか。

常時接続までは不要で
す。No.80もご参照下さ
い。

80 質問 要求水準書(案) 48 第2 1 8
機器管理
システム

「異常発見時にプラントメーカにお
いても情報を共有可能なようにする
こと。」とありますが、ここでの情
報共有はリアルタイムで運転データ
などを共有するのではなく、異常発
生時にプラントメーカと運営事業者
がクラウドサービス等を利用して情
報共有を行う仕組みを構築するとい
う理解でよろしいでしょうか。
運転データなどをリアルタイムで共
有することを想定されている場合、
運営事業者が提供するサービスに
よって必要となる通信環境、情報共
有範囲が異なります。建設事業着手
時点ではこれらの仕様は確定してお
らず、建設事業者にて構築、納入す
ることは困難であるため、本項につ
いては運営事業者にて実施するもの
と考えてよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

81 質問 要求水準書(案) 48 第2 1 9 その他

「交換部品重量が100 ㎏を超える機
器の上部には、必要に応じて吊フッ
ク、ホイスト及びホイストレールを
設置すること」とありますが、事業
者提案とさせて頂けないでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

82 質問 要求水準書(案) 49 第2 2 1 1) 計量機

計量機の形式にピット型を指定され
ていますが、雨水流入のないピット
レス型を提案させて頂いてもよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
しますが、動線上スムー
ズに計量台へ車両が進入
できるような位置に設置
してください。
カーブ前後に計量機を設
置することで、車（特に
大型車）が切り返しで進
入することがないように
配慮をお願いします。

83 質問 要求水準書(案) 49 第2 2 1 特記 (1） 計量機

「自動料金収納システムを提案する
こと」とありますが、自動料金収納
システムとは、通常の自動料金精算
システムを指すでしょうか。

一般的な自動料金精算シ
ステムを考えています
が、現金だけでなく、
キャッシュレス決済をで
きるだけ取り入れて頂き
たいと考えています。

84 質問 要求水準書(案) 50 第2 2 1 特記 (3) データ処理装置

データ処理装置については、本施設
内LANと連携(計装設備データ処理装
置及び事務室とデータ同期)させ、と
ありますが、事務室とは、新築工場
棟内に設ける新設側の運営会社用の
事務室、と理解すればよろしいで
しょうか。

ご理解のとおりです。

85 質問 要求水準書(案) 50 第2 2 1 特記 (11） 計量機

「料金電光表示盤(中略)等を設ける
こと」とありますが、カードリーダ
ポスト盤にて料金表示する場合、非
設置としてよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

86 質問 要求水準書(案) 50 第2 2 1 特記 (12） 計量機
事務室とは、新焼却施設の運営事業
者用の事務室のことと考えてよろし
いでしょうか。

ご理解のとおりです。

87 質問 要求水準書(案) 50 第2 2 1 特記 (12） 計量機

録画装置は計量室内に設置し」とあ
りますが、運用性、保守管理性を考
慮して、新焼却施設内電算機室に録
画装置を設置する計画としてよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

88 質問 要求水準書(案) 50 第2 2 1 特記 (13) インターホン

インターホンは、新設建屋外部及び
既存門外部には不要とし、計量棟外
部のみ設置することで宜しいでしょ
うか。

インターホンは不要とし
ます。

89 質問 要求水準書(案) 51 第2 2 2 2.1 5)(1) プラットホーム

添付資料18では、有効幅の始点・終
点は、「車止めを目安とする」とあ
りますが、マテリアルリサイクル推
進施設側には車止めはないため、搬
入車が停車する不燃ごみ受入ヤード
及び不燃粗大ごみ受入ヤードの先端
と考えてよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。
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№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

90 質問 要求水準書(案) 51 第2 2 2 2.1 5)(1) プラットホーム

幅員24mは焼却施設・マテリアルリサ
イクル推進施設で対面停車となる箇
所であり、片側停車となる箇所は、
焼却施設は幅員15m、マテリアルリサ
イクル推進施設は幅員12mを確保する
ものと考えてよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

91 質問 要求水準書(案) 51 第2 2 2 2.1
特記
(2)

プラットホーム

排水溝は、グレーチング蓋が不要
で、清掃がしやすいV型側溝(皿型側
溝）を採用してもよろしいでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

92 質問 要求水準書(案) 51 第2 2 2 2.1
特記
(6)

プラットホーム

「搬入車転落防止用フック」とあり
ますが、転落防止バーの設置等、別
の搬入車転落防止対策を提案しても
よろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

93 質問 要求水準書(案) 51 第2 2 2 2.1
特記
(7)

プラットホーム

「搬入車両、投入作業員の転落防止
装置を設けること。」とあります
が、安全帯をかける柵を設置するな
どの対策を提案してもよろしいで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

94 質問 要求水準書(案) 51 第2 2 2 2.2 1)
プラットホーム
出入口扉

「2枚引分け自動ドア方式」とありま
すが、高速シャッター式を提案して
もよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
しますが、全炉停止時で
も臭気の漏洩が極力少な
くなるよう配慮をお願い
します。

95 意見 要求水準書(案) 51 第2 2 2.2 1)
プラットホーム
出入口扉

「2枚引分け自動ドア方式」とありま
すが、形式は事業者提案とさせて頂
けないでしょうか(高速シャッター、
オーバースライダーなど)。

No.94をご参照下さい。

96 質問 要求水準書(案) 52 第2 2 3 特記 (2)
可燃性粗大ごみ
受入ヤード

「床は鉄板プレート等により保護す
る」とありますが、鉄板プレートの
代わりに床にアングル鋼材を等間隔
に埋め込む提案をさせて頂いてもよ
ろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

97 質問 要求水準書(案) 52 第2 2 2 2.2
特記
(7)

プラットホーム
出入口扉

「プラットホーム内の混雑度を検
知」とありますが、ごみ投入扉の使
用状況を基に判断するとの理解でよ
ろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

98 質問 要求水準書(案) 52 第2 2 4 3) (3) 投入扉

「表面材質ステンレス(SUS304)」と
ありますが、耐食塗装 + SS400とし
て耐食性を確保する提案をしてもよ
ろしいでしょうか。

要求水準書のとおりとし
て下さい。

99 質問 要求水準書(案) 52 第2 2 4 3) (3) 表面材質

要求水準書に記載されている「両面
張り」は強度並びに耐食性に問題が
なければ，片面張りに変更してもよ
ろしいでしょうか。

要求水準書のとおりとし
て下さい。

100 質問 要求水準書(案) 53 第2 2 4 3) (4) 主要寸法
要求水準に記載されている「幅3.2mx
高さ6.0m」は記載以上の寸法であれ
ば変更してよろしいでしょうか。

変更も可としますが、詳
細は契約後の協議による
ものとします。

101 質問 要求水準書(案) 53 第2 2 4
(4),(
5)

投入扉

(4)に誘導表示灯，(5)に投入指令灯
とありますが、2色式信号灯を設ける
ことで、要求水準書を満足できると
考えるため、2色式信号灯で兼用して
もよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

102 質問 要求水準書(案) 53 第2 2 4 特記 (8） 投入扉

「自動開閉時の検知は光電管及び超
音波併用とすること」とあります
が、センサの信頼性を考慮して、光
電管及びループコイルの併用として
もよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

103 質問 要求水準書(案) 53 第2 2 4 特記 (8） 投入扉

「自動開閉時の検知は光電管及び超
音波併用とすること」とあります
が、センサの信頼性を考慮して、光
電管及びループコイルの併用として
もよろしいでしょうか。

No.102をご参照下さい。

104 質問 要求水準書(案) 53 第2 2 4 特記 (8）
自動開閉時の検
知

自動開閉時の検知は「ダブルループ
コイル」，「ループコイル＋光電
管」，「ループコイル＋超音波」等
への変更提案は可能でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

105 意見 要求水準書(案) 53 第2 2 5 1)
ダンピングボッ
クス

「傾斜投入式」とありますが、形式
は事業者提案とさせて頂けないで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。
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№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

106 質問 要求水準書(案) 53 第2 2 5
ダンピングボッ
クスボックス

傾斜投入式のダンピングボックスで
の搬入ごみの検査は、ごみ層を薄く
広げることや発見された不適物の
ピックアップが難しいと考えられま
す。そのため、ダンピングボックス
は、1基を直接搬入用、1基を展開検
査用とし、それぞれの用途に適した
形式をご提案してもよろしいでしょ
うか。
なお、この場合においても、展開検
査用については直接搬入の荷下ろし
にも使用できる形式とします。

ご質問のとおりでも可と
します。

107 質問 要求水準書(案) 53 第2 2 5 1) 形式
傾斜投入式を傾胴式への変更提案は
可能でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

108 質問 要求水準書(案) 54 第2 2 5
[特
記]

(8)
底板は容易に交
換できる構造

要求水準に記載されている「底板は
容易に交換できる構造」は耐腐食性
の材質を用いることで，交換不要と
することは可能でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

109 意見 要求水準書(案) 54 第2 2 6 特記 (2) ごみピット

「ごみピット容量の算定は、投入扉
下面の水平線(プラットホームレベ
ル)以下の容量とすること」とありま
すが、積み上げ部との合計で4,000
m3(10日分)以上とさせて頂けないで
しょうか。

要求水準書のとおりとし
ます。

110 質問 要求水準書(案) 54 第2 2 6
[特
記]

(4) 空気取込口

要求水準に記載されている「燃焼用
空気吸込口（シャッター付）」は弊
社実績のあるチャッキダンパ等に変
更してもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

111 質問 要求水準書(案) 55 第2 2 6
[特
記]

(13) 点検等タラップ

要求水準に記載されている「取外し
可能な点検用タラップ」は投入
シュート部の点検用タラップを示す
ものでしょうか。

ご理解のとおりです。

112 質問 要求水準書(案) 56 第2 2 7
[特
記]

(10)
クレーン操作室
窓ガラス

クレーン操作室の窓ガラスに光触媒
利用特殊ガラスが指定されています
が、費用対効果を考慮し通常のガラ
ス窓を提案しても宜しいでしょう
か。

要求水準書のとおりとし
て下さい。

113 質問 要求水準書(案) 57 第2 2 7 特記 (17) ごみクレーン

フレコンバッグでごみ投入ホッパに
投入する対象物とはp48に記載の
「「作業員と直接接触することが望
ましくない廃棄物」のことでしょう
か。

お見込みのとおりです。

114 質問 要求水準書(案) 57 第2 2 8 3) (3)
可燃性粗大ごみ
用破砕機

可燃性粗大ごみ用破砕機の設備能力
が空欄となっておりますが、添付資
料21の搬入実績に基づき、事業者提
案としてよろしいでしょうか。

ご提案をお願いします。

115 質問 要求水準書(案) 57 第2 2 8 5) (2)
可燃性粗大ごみ
用破砕機

「可燃性粗大ごみ置き場」とは可燃
性粗大受入ヤードのことを指してい
るとの理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

116 質問 要求水準書(案) 58 第2 2 9.1 特記 (3) 脱臭装置

「処理風量は、ごみピット容積を含
むものとし、換気回数 2回/h以上と
すること」とありますが、全炉停止
時もごみピットにごみが堆積してい
る考えから、プラットホームからご
みピット底部は容積に含まず、また
換気回数は1回/h以上とさせて頂けな
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

117 質問 要求水準書(案) 58 第2 9 9.1
[特
記]

(3) 処理風量

脱臭装置の処理風量は、ごみ貯留運
用を考慮し、プラットホームレベル
から下部の容積は除いて算定してよ
ろしいでしょうか。また、2段ピット
の場合は、受入側はプラットホーム
レベルから下部、貯留側は仕切り壁
上端から下部の容積は除いて算定し
てよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

118 質問 要求水準書(案) 58 第2 9 9.1
[特
記]

(3) 処理風量
脱臭装置の換気回数は、実績に基づ
き2回/h以上から1回/h以上に変更し
てもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

119 質問 要求水準書(案) 58 第2 2 9.1 特記 (7) 脱臭装置

脱臭処理後の空気は、気体排出口に
係る悪臭基準を満足するものとした
うえで、排出口位置は事業者提案と
させて頂けないでしょうか。

要求水準書のとおりとし
て下さい。
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120 質問 要求水準書(案) 58 第2 2 9 9.1
特記
(7)

脱臭装置

脱臭処理後の排気は、敷地境界およ
び排気口において公害防止基準値(悪
臭基準値)を遵守できることを前提
に、煙突頂部まで導かずに、建屋の
屋上等からの排気としてもよろしい
でしょうか。

要求水準書のとおりとし
て下さい。

121 質問 要求水準書(案) 58 第2 9 9.1
[特
記]

(7) 排気筒（臭突）

要求水準に記載されている「煙突内
の排気筒（臭突）に接続」とする理
由をご教示ください。
弊社実績では壁面からの排気等で対
応を行っておりますが，変更は可能
でしょうか。

地上に至るまでの希釈倍
率を高くしたいと考えて
います。
要求水準書のとおりとし
て下さい。

122 質問 要求水準書(案) 61 第2 3 2 2.1
特記
(4)

給じん装置

給じん装置の落じん、かみ込んだご
み及びごみ汁は炉内に排出とありま
すが、量が少なく運用上支障が無い
ことを条件に、密閉式のコンテナ等
に排出、あるいは落じんコンベヤへ
排出としてもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

123 質問 要求水準書(案) 62 第2 3 2 2.2
特記
(5)

燃焼装置本体

給じん装置の下部については火災発
生の可能性が非常に低いため、発火
対策および発火時の警報については
非設置としてもよろしいでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

124 質問 要求水準書(案) 64 第2 3 3 1 4) 付属品

「(7)ケーシング外部は耐熱塗装を施
し」とありますが、ケーシング表面
温度は80℃以下とする場合には一般
塗装でもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

125 質問 要求水準書(案) 64 第2 4 助燃装置

第3節 4.助燃装置及び、第11節電気
設備 8.非常用電源設備で使用する燃
料は灯油以外を提案してもよろしい
でしょうか。

灯油として下さい。

126 質問 要求水準書(案) 65 第2 3 4 4.1 3)(1) 燃料油貯留槽

容量について、「最大使用量の7日分
以上」とありますが、これは瞬時の
最大使用量×7日分を意味しているわ
けではなく、発災後の７日間で全炉
停止から1炉立上げを行うなど、7日
間合計での最大使用量以上であれば
よいとの理解でよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

127 質問 要求水準書(案) 65 第2 3 4 4.2 1)
助燃油移送ポン
プ

形式については、騒音等を考慮し、
他の形式(一軸ねじ式等)を採用して
もよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

128 質問 要求水準書(案) 66 第2 4 4.3 特記 (2) 助燃バーナ

非常時の安全が確保されるものとす
ることは、インターロック信号によ
り燃料遮断で停止できることとしま
すが、認識の齟齬はないでしょう
か。
尚、本質問は再燃バーナについても
適用させていただきます。

ご理解のとおりです。

129 質問 要求水準書(案) 66 第2 3 4 4.3
特記
(5)

助燃バーナ

特記(1)に記載のとおり、再燃バーナ
を設置する場合は、助燃バーナと再
燃バーナを両方使用して炉温800℃程
度まで昇温できれば良いと考えてよ
ろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

130 意見 要求水準書(案) 67 第2 4 1.1 特記 (14) 付属品
ボイラ液面計の形式は二色式と透視
式に限らず、事業者提案とさせて頂
けないでしょうか。

見やすいものであれば、
事業者提案でも可としま
す。

131 質問 要求水準書(案) 68 第2 4 3 3) 特記

「(1)ボイラ鉄骨は、実施設計時に強
度計算書を提出すること。」とあり
ますが、実施設計段階では荷重条件
等が確定していない状態であるた
め、計算書の提出は施工承諾図書提
出時とさせていただけないでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

132 質問 要求水準書(案) 70 第2 4 7 特記 (5)
ボイラ給水ポン
プ

継手形式は無潤滑式フレキシブル
カップリングもご了承いただけない
でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

133 質問 要求水準書(案) 71 第2 4 9 特記 (5)
脱気器給水ポン
プ

継手形式は無潤滑式フレキシブル
カップリングもご了承いただけない
でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

134 質問 要求水準書(案) 72 第2 4 10.1 2) (1)
ボイラ用薬注入
装置
清缶剤注入装置

注入量の調整は試運転後、ほぼ必要
がないと考えておりますので、遠隔
手動は削除とさせていただけないで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。
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135 質問 要求水準書(案) 75 第2 4 14 3) (2) 排気復水タンク

「主要部材 SUS304」とありますが、
貯留する復水をボイラ用に管理され
た水とし、密閉構造とすることで炭
素鋼(SS400)の使用を提案してもよろ
しいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

136 質問 要求水準書(案) 75 第2 4 14 排気復水タンク

復水タンク記載の要件を満たしてい
る場合、排気復水タンクと復水タン
クの機能を統合した復水タンクを設
置（排気復水タンクは無し）でよろ
しいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

137 質問 要求水準書(案) 75 第2 4 15
排気復水移送ポ
ンプ

排気復水タンク不設置の場合、排気
復水移送ポンプも不設置（脱気器給
水ポンプで機能を統合）としてよろ
しいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

138 質問 要求水準書(案) 76 第2 4 16 特記 (5) 復水タンク

復水タンクの容量は「ボイラ最大蒸
発量の 30 分以上とすること」とあ
りますが、事業者提案とさせて頂け
ないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

139 質問 要求水準書(案) 76 第2 4 17 3) 純水装置

操作方法の遠隔手動が求められてま
すが、機器を中央制御室から任意で
操作することは、誤操作による異常
発生時に気づきにくいなど、重大な
故障、災害に繋がる可能性があるた
め遠隔手動は削除とさせていただけ
ないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

140 意見 要求水準書(案) 77 第2 4 18 2) (1) 純水タンク
主要部材で「SUS304」と記載されて
いますが、材質の条件は事業者提案
とさせて頂けないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

141 質問 要求水準書(案) 77 第2 4 18 2) (1) 純水タンク
SUS444を標準とするメーカがあり材
質はSUS444も採用可とさせていただ
けないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

142 質問 要求水準書(案) 78 第2 4 20
純水装置送水
ポンプ

純水装置への原水送水ポンプとし
て、純水装置送水ポンプが記載され
ていますが、使用するポンプは事業
者提案とさせて頂けないでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

143 質問 要求水準書(案) 79 第2 5 排ガス処理設備

要求水準書で提示頂いているごみ質
に関し、可燃分中のS分割合が一般的
な割合と比較して大きいように思わ
れますが、このS分が全量排ガス側へ
移行するものとして発生するSOx濃度
を設定するものとしてよろしいで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

144 質問 要求水準書(案) 79 第2 5 1.1 3) (5) 減温塔本体

「主要部材質 ケーシング 耐硫酸露
点腐食鋼」とありますが、腐食対策
として保温厚を確保し、支持部等放
熱する箇所へも保温を施工すること
で、SS400の使用を提案してもよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

145 意見 要求水準書(案) 81 第2 5 2 特記
(4)
(5)

集じん器

余裕率は最大ガス量の20%以上、や、
ろ過面通過流速は最大負荷時１m/min
以下、とのご指定がありますが、事
業者の建設実績や運営経験も踏ま
え、変更提案させて頂きたくご検討
願います。

ご質問のとおりでも可と
します。

146 質問 要求水準書(案) 81 第2 5 2 特記 (6) 集じん器

常時集じん可能を原則とするとあり
ますが、停止時（メンテナンス時）
は炉内清掃用集じん器で炉内等の集
じんを行うことで対応してもよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

147 質問 要求水準書(案) 81 第5 5 2 特記 (10) 集じん器

保温ヒータの範囲にスクリューコン
ベヤが明記されていますが、ダスト
排出装置はスクリューコンベヤ型で
はなく、ロータリースクレーパ型を
提案してもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

148 質問 要求水準書(案) 81 第2 5 2 特記 (11) 集じん器

「ダスト払い落し用の空気圧縮機(ド
ライヤ付)は、予備１台を設けるこ
と」とありますが、雑用空気圧縮機
から供給するものと理解してよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

149 質問 要求水準書(案) 82 第2 5 2 特記 (12) 集じん器

内部足場を設けることで、ダストの
堆積が起因するやブリッジが発生す
る恐れがあります。内部足場に関し
ては、仮設の足場を設けることとし
てよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

12
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150 質問 要求水準書(案) 82 第2 5 2 特記 (14) 集じん器

「運転状態は、中央制御室液晶ディ
スプレイにて常時監視制御可能とす
ること」とありますが、どのような
項目を想定されていますでしょう
か。また、具体的な項目については
実施設計にて協議頂けるものと理解
してよろしいでしょうか。

現時点で詳細は決めては
いません。契約後の協議
によるものとします。

151 質問 要求水準書(案) 82 第2 5 2 特記 (15) 集じん器

「原則として保守管理操作のための
現場操作盤を設けること」とありま
すが、集じん器制御盤に現場操作機
能を有する場合、現場操作盤を不要
としてもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

152 意見 要求水準書(案) 82 第2 5 2 特記 (19) 集じん器

「底部にはウェアリングプレートを
取り付けること」とありますが、
メーカ実績上、十分耐久性がある場
合、設置を省略することは可能で
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

153 質問 要求水準書(案) 82 第2 5 2 特記 (20) 集じん器

運転開始以前の通ガスとは、立上げ
前準備として、ろ過式集じん器を暖
機した状態での通ガス運転と理解し
てよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

154 質問 要求水準書(案) 82 第2 5 3.1 4) (2)
HCL、SOx
除去設備

薬品貯留装置の容量は「基準ごみ時
の使用量の7日分+ローリー1台分」と
ありますが、基準ごみ時の使用量の7
日分とさせて頂けないでしょうか。

基準ごみの７日分として
変更します。

155 質問 要求水準書(案) 82 第2 5 3.1 4) (2)
HCL、SOx
除去設備等

HCL、SOx除去設備、NOx除去設備の薬
品貯留装置およびダイオキシン類除
去設備の貯留サイロの容量に「ロー
リー1台分」と記載されていますが、
ローリーは使用する薬品の種類によ
らず、8頁に記載の燃料・薬品等搬入
車両(10t車:積載量10t)を想定するの
でしょうか。

No.154をご参照下さい。

156 質問 要求水準書(案) 83 第2 5 3.1 特記 (2)
HCL、SOx
除去設備

「供給ブロワは、1炉1系列とし、そ
れぞれに予備ブロワを設置する」と
ありますが、予備ブロワは共通予備1
台設置とさせて頂けないでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

157 質問 要求水準書(案) 83 第2 5 3.1 特記 (2) HCL,Sox除去装置
供給ブロワは活性炭噴霧用と共用と
し、各炉1基、共通予備1基の計3基と
してよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

158 質問 要求水準書(案) 83 第2 5 3.2 3) (5) NOx除去設備

使用薬剤は「アンモニア希釈水」と
ありますが、アンモニアガスの使用
を提案してもよろしいでしょうか。
またその場合、必要容量分のボンベ
を設置する対応としてもよろしいで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

159 質問 要求水準書(案) 83 第2 5 3.2 4) (2) NOx除去設備

薬品貯留装置の容量は「基準ごみ時
の使用量の7日分+ローリー1台分」と
ありますが、基準ごみ時の使用量の7
日分とさせて頂けないでしょうか。

基準ごみの７日分として
変更します。

160 質問 要求水準書(案) 84 第2 5 4 4) (1)
ダイオキシン類
除去設備

貯留サイロの容量は「基準ごみ時の
使用量の7日分+ローリー1台分」とあ
りますが、基準ごみ時の使用量の7日
分とさせて頂けないでしょうか。

基準ごみの７日分として
変更します。

161 質問 要求水準書(案) 84 第2 5 4 特記 (1)
ダイオキシン類
除去設備

供給ブロワは、HCL、SOx除去設備用
と兼用とさせて頂けないでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

162 質問 要求水準書(案) 84 第2 5 4 特記 (1)
ダイオキシン類
除去設備

供給ブロワはHCl、SOx除去設備用と
共用としてよろしいでしょうか。

No.161をご参照下さい。

163 質問 要求水準書(案) 87 第2 6 1 1.1
特記
(5)

蒸気タービン

蒸気タービン発電機の制御におい
て、DCSが関連する自動同期投入，発
電電力制御等は中央制御室で行いま
すが、DCSが関与しない発電機自体の
制御は、運用性，保守管理性を考慮
して、発電機機側に設置する制御盤
で行うことでよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

164 質問 要求水準書(案) 87 第2 6 1.1 特記 (10) 蒸気タービン

「タービンの起動及び停止は、一部
自動化を組み込んだ機側操作とす
る」とあります。一方、蒸気タービ
ンの計装制御計画 自動制御機能の項
(129頁)に「① 自動立上、停止」と
あります。機側での手動立上げ、中
央での自動立上げのどちらでも対応
できるようにする、と理解してよろ
しいでしょうか。

ご理解のとおりです。
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165 質問 要求水準書(案) 90 第2 7 1 5) (3) 押込送風機
ラギング等の騒音対策をとること
で，回転数は3,600min-1までをご了
承いただきたくお願いします。

ご質問のとおりでも可と
します。

166 質問 要求水準書(案) 90 第2 7 1 特記 (6) 押込送風機

「ピットから吸引する燃焼空気取入
口は、できるだけ高所の広い範囲に
設け」とありますが、クレーンガー
タ階の炉室側に均等に配置すると理
解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

167 質問 要求水準書(案) 90 第2 7 2 5) (3) 二次送風機
ラギング等の騒音対策をとること
で，回転数は3,600min-1までをご了
承いただきたくお願いします。

ご質問のとおりでも可と
します。

168 質問 要求水準書(案) 91 第2 7 2 特記 (4) 二次送風機

「排ガス再循環等により排ガス量の
低減を図れるものとすること」とあ
りますが、排ガス再循環は必要に応
じて採用することと理解してよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

169 質問 要求水準書(案) 93 第2 7 5 特記 (13) 風道

「各ダンパの前後には点検口を設け
ること」とありますが、ダンパメン
テナンスに支障ないことを条件に前
後どちらか片方の設置を提案しても
よろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

170 質問 要求水準書(案) 94 第2 7 7 特記 (2) 煙道

「伸縮継手はインナーガイド付きと
し、ガスの漏洩がないものとするこ
と」とありますが、集じん器後等で
耐久性を確保できる条件では、イン
ナーガイド無しとする提案をしても
よろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

171 質問 要求水準書(案) 94 第2 7 8 1) 煙突

煙突の外筒材質は、RC、ALC、押出成
形版、鋼板等可能とし、事業者提案
によるものと考えて宜しいでしょう
か。

RC、ALC、押出成形版、
鋼板のいずれかとしてく
ださい。

172 質問 要求水準書(案) 95 第2 7 7 特記 (15) 煙道

「各ダンパの前後には点検口を設け
ること」とありますが、ダンパメン
テナンスに支障ないことを条件に前
後どちらか片方の設置を提案しても
よろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

173 質問 要求水準書(案) 95 第2 7 8 特記 (9) 煙突

「最上部迄廻り階段(螺旋階段)を設
置する」と記載がありますが、最上
部とは外筒内最上部の点検歩廊を指
し、点検歩廊から外筒頂部天井への
4m程度のアクセスはタラップにて昇
降と理解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

174 質問 要求水準書(案) 98 第2 8 2
特記
(3)

灰押出装置

「運転、点検、改修時の焼却灰飛散
を防止するため、散水、洗浄装置を
設けること」とありますが、飛散防
止対策の構造は灰押出装置の形式に
応じて事業者で決定してもよろしい
でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

175 質問 要求水準書(案) 98 第2 8 3 5) 灰搬出装置

付属品に灰分散機とありますが、ク
レーンの積み替え等でピット内レベ
ルを調整する運用で提案をしてもよ
ろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

176 質問 要求水準書(案) 99 第2 8 4 磁力選別機
除去率等のご指定があればご教示く
ださい。

指定はありません。ま
た、No.177をご参照下さ
い。

177 質問 要求水準書(案) 99 第2 8 4 磁力選別機

焼却主灰中の焼鉄はそもそも品質が
悪く、スクラップ鉄として安定的に
売却することは困難であり、処理費
が発生する場合があります。そのた
め、運営管理上のリスクを考慮し、
磁力選別機の設置は事業者提案とさ
せて頂けないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

178 質問 要求水準書(案) 99 第2 8 4 磁力選別機

磁力選別機が追加されていますが、
焼却灰の資源化の前処理としての設
置であると理解しています。前処理
の要否等については、資源化先に
よって条件が異なる場合が多く、磁
選は不要となる場合もあります。
磁選機および鉄類ストックヤードを
設置するために建屋や地下空間の増
大、全体配置における車両動線の圧
迫などのデメリットがあり、コスト
アップ要因となります。
これらをふまえ、磁選設備は設置せ
ず、大塊物のみを取り除くといった
処理フローとしてはいかがでしょう
か。

No.177をご参照下さい。
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179 質問 要求水準書(案) 99 第2 8 4 磁力選別機
焼却灰中の鉄分割合をご教示くださ
い。

不明です。

180 質問 要求水準書(案) 101 第2 8 6 灰クレーン
「バケット洗浄装置」は可搬式の高
圧洗浄装置でもよろしいでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

181 意見 要求水準書(案) 101 第2 8 6 特記 (3) 灰クレーン

「クレーンの制御用電気品は専用室
に収納」とありますが、専用室とす
るか灰クレーン操作室と同室とする
かを事業者提案とさせて頂けないで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

182 質問 要求水準書(案) 104 第2 8 8.6
処理ダストピッ
ト

処理ダストピットを設置せず、飛灰
搬出バンカを設置してもよろしいで
しょうか。容量は飛灰貯留槽と飛灰
搬出バンカで合わせて7日分以上を確
保します。

要求水準書のとおりとし
て下さい。

183 質問 要求水準書(案) 105 第2 8 9
鉄類ストック
ヤード

選別後の鉄類の保管は、ピット方式
を採用してもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

184 質問 要求水準書(案) 105 第2 8 9
鉄類ストック
ヤード

鉄類ストックヤードをピットに変更
することは可能でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

185 質問 要求水準書(案) 106 第2 9 給水設備
設備容量の決定のため、貴組合職員
の常駐時の最大人数をご教示願いま
す。

新施設以外の既存管理棟
などの最大職員数は10人
となっています。
新施設側については、事
業者想定人数にて計算を
お願いします。

186 質問 要求水準書(案) 106 第2 9 1 特記 (14) 消火栓ポンプ

「ポンプの設置基数は、水中ポンプ
を除き2基(交互運転)」とあります
が、消火栓ポンプは制御盤と合わせ
たユニット形式となっており、交互
運転ができないため、消防認定品を
設置するということで、交互運転の
対象外とさせて頂けないでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

187 質問 要求水準書(案) 106 第2 9 1 特記 (15) 給水設備

雨水は、防火用水に利用できるもの
とするとありますが防火用水の有無
は、各種法令で不要の場合、提案に
よるものと考えてよろしいでしょう
か。

雨水利用は不要としま
す。

188 質問 要求水準書(案) 107 第2 9 2 特記 (5)
プラント用水
受水槽

「プラント用水受水槽は、(中略)必
要な容量として７日分を確保するこ
と」とありますが、事業者提案とさ
せて頂けないでしょうか。

No.189をご参照下さい。

189 質問 要求水準書(案) 107 第2 9 2 特記 (5) 水槽類仕様

「プラント用水受水槽は、断水時に
安全に炉を停止、施設を維持するた
めに必要な容量として7日分を確保す
ること。」とありますが、7日分と
は、基準ごみ１炉全負荷運転時の想
定でよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

190 質問 要求水準書(案) 107 第2 9 2 特記 (7) 水槽類仕様

「その容量は、平均使用水量の24時
間分以上を確保すること」とありま
すが、プラント用水受水槽のことと
理解してよろしいでしょうか。ま
た、異なる場合、その容量とはどの
水槽か指定して頂けないでしょう
か。

ご理解のとおりです。

191 質問 要求水準書(案) 110 第2 10 1 特記 (3)
排水量及び排水
基準値

「汚水配管は、原則としてフランジ
継手とすること」とありますが、こ
の汚水配管には生活系排水配管は含
まれないと理解してよろしいでしょ
うか。

ご理解のとおりです。

192 質問 要求水準書(案) 111 第2 10 2.3
ごみピット汚水
ろ過器

ごみピット汚水ろ過器は非設置とさ
せて頂けないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

193 質問 要求水準書(案) 113 第2 10 3 1) (2) 処理プロセス

再利用水の水質が満足できる場合は
有機系プラント排水と無機系プラン
ト排水を合併処理してもよろしいで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

194 質問 要求水準書(案) 113 第2 10 3 1) (2) 処理プロセス

有機系プラント排水は排水処理せず
にごみピットに投入し、ごみに吸収
及びごみピット汚水として、高温酸
化処理してもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

195 質問 要求水準書(案) 114 第2 10 3.1 4) 排水受槽
「発生量の3日分以上」とあります
が、事業者提案とさせて頂けないで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。
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196 質問 要求水準書(案)
114~
116

第2 10
3.2~
3.11

プラント系排水
処理設備

排水処理設備として記載されている
水槽類は、設置しなくても要求され
る排水処理能力を保証できる場合、
非設置とさせて頂けないでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

197 質問 要求水準書(案) 118 第2 11 1 4) 共通事項

「本組合の負担（電力会社への負担
金等）…」とありますが、電力会社
への工事負担金は貴組合の負担との
解釈でよろしいでしょうか。

No.22をご参照下さい。

198 質問 要求水準書(案) 118 第2 11 1 8) 共通事項

商用電源を用いないで非常用発電機
により1炉立上げを行うため、高圧母
線は一般／保安に分割しない方式を
採用する場合、高圧母線連絡同期遮
断器は設けないものとしてもよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

199 質問 要求水準書(案) 118 第2 11 1 8) 共通事項

商用電源を用いないで非常用発電機
により1炉立上げを行うため、高圧母
線は一般／保安に分割しない方式を
採用する場合、高圧母線連絡同期遮
断器は設けないものとしてもよろし
いでしょうか。

No.198をご参照くださ
い。

200 質問 要求水準書(案) 118 第2 11 1 8) 共通事項

「受電用同期遮断器、蒸気タービン
発電機同期遮断器び高圧母線連絡同
期遮断器は、同期検定装置を設けて
自動同期投入が可能なものとするこ
と。」とありますが、非常用発電機
の同期投入では、高圧母線連絡同期
遮断器を設けずに、非常用発電機用
の遮断器で問題なく同期できる構成
として、事業者提案させて頂けない
でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

201 質問 要求水準書(案) 119 第2 11 2 1) (4) 受電設備

プラント動力について、電気容量及
び電圧降下、並びにコストを考慮し
て、 低圧(440V)で計画してもよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

202 質問 要求水準書(案) 119 第2 11 2 1) (4) 受電設備

建築動力について、汎用性、並びに
配電電圧の統一による設備保全の効
率化を考慮して、210Vとして計画し
てもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

203 質問 要求水準書(案) 120 第2 11 3 3)
特記
(1)

高圧配電盤

「受電電力の力率改善は、100 %を目
標として制御すること」とありま
す。一方、高圧進相コンデンサの項
(121頁)では 98%　とあります。
タービン発電機が運転している際
は、100%を目標とし、タービン発電
機が停止しているときは、高圧進相
コンデンサにて、98%を目標として運
転する、と理解してよろしいでしょ
うか。

ご理解のとおりです。

204 質問 要求水準書(案) 120 第2 11 3 3)
特記
(2)

高圧配電盤
「容量保護」とは進相コンデンサに
対するものでしょうか。

契約後の協議によるもの
とします。

205 質問 要求水準書(案) 121 第2 11 3 5)
特記
(2)

高圧
進相コンデンサ

「容量を統一すること」とあります
が、極力、平準化を考慮した上で、
事業者提案とさせて頂けないでしょ
うか。

ご質問のとおりでも可と
します。

206 質問 要求水準書(案) 121 第2 11 3.5) 特記 (5)
高圧進相コンデ
ンサ

タービン停止時の受電点力率98％と
ありますが、タービン停止期間は年
間で1週間程度であり、経済性を考慮
して、95％以上とする事業者提案と
させていただけいないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

207 質問 要求水準書(案) 122 第2 11 5 1)
特記
(1)

動力制御盤

「余裕として5%程度を見込むこと」
とあります。余裕を見込むものは、
各盤におけるフィーダー数の予備数
との解釈でよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

208 質問 要求水準書(案) 123 第2 11 5 3) 動力設備
現場操作盤の形式として、対候性を
考慮しコントロールボックス型も採
用可能としてよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

209 質問 要求水準書(案) 124 第2 11 7 1)
特記
(2)

タービン発電機

発電機の保護装置として「内部故
障」とありますが、発電機容量が
10,000kVA未満の場合は、設置しない
ものとしてよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。
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210 質問 要求水準書(案) 124 第2 11 7 2)
タービン発電設
備

「中央制御室に電力監視盤と列盤設
置し、」とありますが、電力監視機
能は計装設備のオペレータコンソー
ルに組込むことで、電力監視盤は非
設置とし、発電機監視盤は発電機室
設置とする方針としてもよろしいで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

211 質問 要求水準書(案) 125 第2 11 7 3)
発電機遮断器
盤、
励磁装置盤

「JEM-1267-5X相当」とありますが、
5Xは防じん形に該当します。盤を設
置予定のタービン発電機室は粉塵が
少ないため、事業者の提案としても
よろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

212 質問 要求水準書(案) 125 第2 11 7 3) (1)
タービン発電設
備

「JEM-1267-5X相当」とありますが、
5Xは防じん形に該当します。盤を設
置予定のタービン発電機室は粉塵が
少ないため、受注者による提案とさ
せていただいてもよろしいでしょう
か。

No.211をご参照下さい。

213 質問 要求水準書(案) 125 第2 11 8 1) (1) 共通事項

「施設停電時、非常用電源設備系統
のスイッチの入れ忘れ等による誤操
作の場合も、非常用電源が確保でき
るようシステムを構築すること。」
とあります。これは、非常用発電機
本体における「準備完了」ランプの
ような機能を指すものでしょうか。

ご理解のとおりです。

214 質問 要求水準書(案) 125 第2 11 8 2） (1) 非常用電源設備

新焼却施設の引き渡し性能試験方法
(5/5)では非常用発電機はJIS B8041
（ガスタービン受渡試験方法）に準
じることと記載ありますが、第11節
電気設備 8非常用電源設備の項では
形式の指定はありません。形式は提
案としてもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

215 質問 要求水準書(案) 126 第2 11 8 3) (4) 非常用負荷内訳

「脱臭装置」「計装用空気圧縮機」
が内訳に示されていますが、新マテ
リアルリサイクル推進施設について
は事業者提案とさせていただけない
でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

216 質問 要求水準書(案) 126 第2 11 9 9.2 (1) 無停電電源設備

直流電源装置と交流無停電電源装置
を一体化し、蓄電池を兼用すること
で、運転保守管理対象機器点数の削
減と一元管理が可能になります。蓄
電池は交流無停電電源装置と兼用と
してもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

217 質問 要求水準書(案) 128 第2 12 1 3) 計装設備

「制御システムはDCSとすること」と
ありますが、初期コスト及び運転保
守管理コストの両面からみて、優位
性が高く、かつ同規模ごみ処理施設
での納入実績が多いプロセスコント
ローラにPLC等を使用した分散型自動
制御システムをDCSとして採用しても
よろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

218 質問 要求水準書(案) 128 第2 12 1 7） 計画概要

「事務室及び(既存)研修室に中央制
御室のオペレータコンソール、ITV
の映像、データを送信し、映写(画面
切替可)できるようにすること」とあ
りますが、映写(画面切替可)とはオ
ペレータコンソール画面とITV画像の
切替と理解してよろしいでしょう
か。また、(既存)研修室には映写で
きるモニタ等あるでしょうか。

オペレータコンソール画
面については不要として
変更します。ただし、
ITV画像については、既
存研修室ではなく、既存
管理棟にある組合事務室
にモニタはありますの
で、そちらに映写できる
ようにしてください。

219 質問 要求水準書(案) 129 第2 12 2 3） (6)
灰クレーン運転
制御

灰クレーン運転制御として、
「① つかみ量調整
  ② 積込
  ③ 積替え
  ④ その他」
とありますが、これらの機能は全自
動運転の機能です。一方、101頁に記
載の灰クレーンの操作方式は提案と
なっていますが、全自動方式をご指
定と理解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

220 質問 要求水準書(案) 130 第2 12 3 2) (2)

大気質測定機器に水銀計の記載があ
りませんが、P141の８項排ガス濃度
表示盤には水銀濃度（連続）とあり
ます。排ガス濃度等表示盤の水銀濃
度表示については不要と考えて宜し
いでしょうか。

水銀濃度表示は連続では
なく、ダイオキシン類と
同様にバッチ採取・分析
した結果を入力して表示
するものとお考え下さ
い。

221 質問 要求水準書(案)
131,
132

第2 12 4 1） カメラ設置場所

備考に「回転雲台付」とあります
が、設置環境等に合わせてカメラ一
体型のドーム型を選定してもよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。
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222 質問 要求水準書(案) 132 第2 12 4 2） モニタ設置場所

中央制御室のモニタ台数が監視対象
毎に記載されておりますが、大型モ
ニタ(画面分割)2台で提案してもよろ
しいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

223 質問 要求水準書(案) 132 第2 12 4 特記 (2) ITV装置

「屋外に設置するカメラは、SUS製
ケース入り」とありますが、カメラ
ハウジングは耐候性のあるアルミ合
金に塗装したものでもよろしいで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

224 質問 要求水準書(案) 132 第2 12 4 (2)
特記
(2)

計装設備

「屋外に設置するカメラは、SUS製
ケース入りとし」とありますが、SUS
製仕様となりますと、防爆固定カメ
ラなどの特殊仕様のみで、一般的屋
外用途としての取扱いがございませ
ん。防塵防水IP等級により、屋外仕
様を保証した電動式ドーム型カメラ
を採用してもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

225 質問 要求水準書(案) 132 第2 12 4 特記 (2)

「屋外に設置するカメラは、SUS製
ケース入りとし、内部結露防止対策
を施すこと。」とありますが、カメ
ラは準汎用品で経済性にも優れたカ
メラがあります。SUS製ケースに限定
せず事業者提案とさせていただけな
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

226 質問 要求水準書(案) 133 第2 12 5 1) (4)
オペレータコン
ソール

「オペレータコンソール及び液晶
ディスプレイは焼却炉用、受変電発
電監視用、給排水・排水処理運転制
御用、ボイラー復水系統制御用それ
ぞれの用途に対応すること」とあり
ますが、1台のオペレータコンソール
で全ての画面を監視できるようにす
ることで、台数は受注者による提案
とさせていただいてもよろしいで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

227 質問 要求水準書(案) 133 第2 12 5 2) (3)①
オペレータコン
ソール

従来ラインプリンタによりその都度
印字を行っていた警報やイベント履
歴等のメッセージデータは現行の一
般的な監視制御システムにおいては
オペレータコンソールPCに保存さ
れ、必要に応じてカラーハードコ
ピー機での印字が可能です。省資源
化の観点からメッセージプリンタは
設けないものとしてよろしいでしょ
うか

ご質問のとおりでも可と
します。

228 質問 要求水準書(案) 141 第2 12 8 1)
排ガス濃度等表
示盤

「デジタル表示式」とありますが、
運用性，保守管理性，汎用性を考慮
して、液晶ディスプレイによる表示
としてもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

229 質問 要求水準書(案) 141 第2 12 8 2)
排ガス濃度等表
示盤

数量について、「1箇所に設置(見学
者動線)」とありますが、設置場所は
屋内で計画してよろしいでしょう
か。

屋内で計画してくださ
い。

230 質問 要求水準書(案) 141 第2 12 8 3)
排ガス濃度等表
示盤

「水銀濃度（連続）」とあります
が、一方で。pp.130-131の大気質測
定機器において、煙道中水銀濃度計
の記載はありません。
pp.130-131が正として、排ガス濃度
等表示盤に表示する水銀濃度は、
バッチ測定結果を表示するものと理
解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。
バッチ測定結果の表示を
想定しています。

231 質問 要求水準書(案) 141 第2 12 8 特記 (4)
排ガス濃度等表
示盤

「公害測定データ表示盤に表示され
るデータは、(既存)研修室に送信さ
れ、プロジェクター等で表示できる
ようにすること」とありますが、プ
ロジェクター等とは128頁の計画概要
に記載の「映写(画像切替可)でき
る」と同じものと理解してよろしい
でしょうか。

ご理解のとおりです。

232 質問 要求水準書(案) 142 第2 13 1 4) (6) 雑用空気圧縮機

制御方式について「インバータによ
る回転数制御方式」とありますが事
業者提案とさせていただけないで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

233 質問 要求水準書(案) 144 第2 13 5 洗車棟
ごみ収集車はプラットホームでの洗
車，灰運搬車は灰積出場での洗車に
変更提案は可能でしょうか。

プラットホームは車両が
錯綜するため、別の場所
としてください。ご提案
のとおり灰運搬車は、灰
積出場として下さい。

234 質問 要求水準書(案) 144 第2 13 5 洗車装置
収集車、灰搬出車の洗車対象箇所(内
部、足回りなど)をご教示お願いしま
す。

収集車、灰運搬車は車両
内部や足回り等全体を洗
車します。
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235 質問 要求水準書(案) 144 第2 13 6
特記
(2)

薬液噴霧装置

「操作盤は、プラットホーム監視室
及び中央制御室に設けること」とあ
りますが、運用性，保守管理性を考
慮して、制御盤は現場機側とし、操
作は必要に応じてプラットホーム，
中央制御室から可能としてもよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

236 質問 要求水準書(案) 150 第2 13
11.1
11.2

2)
3)

施設パンフレッ
ト
研修用動画

パンフレット及び研修用動画は大人
向けと小学生向けの指定があります
が、外国人向け（英語対応）は必要
ないでしょうか。
また、パンフレットの大きさ、及び1
冊あたりの想定ページ数をご計画さ
れているようであれば併せてご教示
ください。

パンフレットは大人向け
のみとします。研修用動
画は大人と小学生向けと
してください。外国人向
けは不要です。
サイズはＡ４版（見開き
Ａ３）とします。ページ
数は事業者提案としま
す。

237 質問 要求水準書(案) 152 第3 2 4 特記 (2)
不燃ごみ受入
ヤード

「床は鉄板プレート等により保護す
る」とありますが、鉄板プレートの
代わりに床にアングル鋼材を等間隔
に埋め込む提案をさせて頂いてもよ
ろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

238 質問 要求水準書(案) 152 第3 2 4 4) (2) 高さ
2mとは積み上げ高さの認識でよろし
いでしょうか。

ご理解のとおりです。

239 質問 要求水準書(案) 152 第3 2 4.4) 特記 (5)
不燃ごみ受入
ヤード

不燃ごみの「展開検査」スペースと
は、受入ヤード内の人手による不適
物選別スペースとの理解でよろしい
でしょうか。

展開検査は、許可業者が
不適物を混入させたまま
搬入していないか検査す
るためにごみを展開して
検査することを指してお
ります。そのため、別の
ものとお考え下さい。

240 意見 要求水準書(案) 152 第3 2 4.4) 特記
不燃ごみ受入
ヤード

破砕・選別工程での袋類の巻き込み
抑制のため、不燃ごみの除隊後の袋
類はダンピングボックスを経由して
ごみピットへ投入することで計画し
てよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

241 質問 要求水準書(案) 153 第3 2 5 特記 (2)
不燃性粗大ごみ
受入ヤード

「床は鉄板プレート等により保護す
る」とありますが、鉄板プレートの
代わりに床にアングル鋼材を等間隔
に埋め込む提案をさせて頂いてもよ
ろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

242 意見 要求水準書(案) 154 第3 3 1
不燃ごみ・不燃
性粗大ごみ受入
ホッパ

不燃性粗大ごみの不適物選別作業並
びに供給コンベヤ幅低減によるコス
ト削減を目的として、受入ホッパへ
の投入前に重機による粗破砕を行う
ことで計画してよろしいでしょう
か。

重機による粗破砕作業は
ないものとして計画して
ください。

243 意見 要求水準書(案) 154 第3 3 2
低速回転式破砕
機

「提案により」とありますが公平を
期する目的で採否統一いただけない
でしょうか。

記載を削除します。

244 質問 要求水準書(案) 154 第3 3 2
特記
(6)

不燃ごみ・不燃
性粗大ごみ供給
コンベヤ

「危険物を取り除くことができる装
置」とは、コンベヤ内の搬送物を、
点検口等から人力で排出できる構造
としておく、との認識でよろしいで
しょうか。

「危険物を取り除くこと
ができる装置」は不要と
します。

245 質問 要求水準書(案) 154 第3 3 2.3) 特記 (6)
不燃ごみ・不燃
性粗大ごみ供給
コンベヤ

搬送物中の異物除去装置の設置の御
要求がございますが、どのような仕
様をお考えかご教示願います。
なお、不燃ごみ及び不燃性粗大ごみ
ともに受入ヤードにて人手による不
適物選別を実施していることから、
本装置は非設置としてもよろしいで
しょうか。

No.244をご参照下さい。

246 質問 要求水準書(案) 156 第3 3 4 3)
特記
(5)

高速破砕機排出
コンベヤ

形式を傾斜コンベヤとする場合、点
検歩廊は日常的な点検が必要となる
ヘッド部やテール部に分散して設置
してもよろしいでしょうか。
また、コンベヤを横断できる通路と
は、複数のコンベヤを連続的に点検
できるような動線を確保するという
理解でよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

247 質問 要求水準書(案) 159 第3 3 9
残渣搬送コンベ
ヤ

コンベヤ搬送とする場合、火災対策
を講じる必要があると考えてよろし
いでしょうか。

ご理解のとおりです。
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248 質問 要求水準書(案) 161 第3 4 貯留・搬出設備
不燃残渣ホッパの仕様がありません
が搬出車両は10t車の認識でよろしい
でしょうか。

10ｔダンプ車で想定をお
願いします。

249 質問 要求水準書(案) 162 第3 5 2 3) (2)
バグフィルタ
粉じん濃度

出口0.05g/m3N以下とありますがP28の
引渡性能試験保証値の4排気口出口粉

じん濃度の通り0.1g/m3N以下の認識で
よろしいでしょうか。

ご認識のとおり、性能保
証値が正です。

250 意見 要求水準書(案) 162 第3 5 3 活性炭脱臭装置

敷地境界の臭気指数を遵守できれ
ば、新マテリアルリサイクル推進施
設用の活性炭脱臭装置は取り止めて
もよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

251 質問 要求水準書(案) 163 第3 5 4
特記
(4)

排風機

敷地境界線での騒音値を満足するこ
とを条件に、サイレンサの設置は事
業者提案としてもよろしいでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

252 質問 要求水準書(案) 165 第3 7 3
(2),(
3)

電気設備

新マテリアルリサイクル推進施設の
設備規模より、200V用動力、照明用
主幹盤は新焼却施設と共用可能と考
えます。
省スペース化ならびに運用管理の省
力化を目的として、新焼却施設から
電源供給してもよろしいでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

253 質問 要求水準書(案) 167 第3 8 1 3) 計装設備

「制御システムはDCSとする」とあり
ますが、初期コスト及び運転保守管
理コストの両面からみて、優位性が
高く、かつ同規模リサイクル施設で
の納入実績が多いプロセスコント
ローラにPLC等を使用した分散型自動
制御システムをDCSとして採用しても
よろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

254 意見 要求水準書(案) 167 第3 8 1 3) 計画概要

新マテリアルリサイクル推進施設の
制御システムとして「DCS」との御要
求がございますが、機器構成が比較
的小規模であることから、制御シス
テムは同施設の動力制御盤に設置す
るPLCとし、中央操作室に設けるOPS
での遠隔監視/操作ができる構成とし
てもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

255 質問 要求水準書(案) 169 第3 8 4 3) (3)② システム構成

従来ラインプリンタによりその都度
印字を行っていた警報やイベント履
歴等のメッセージデータは現行の一
般的な監視制御システムにおいては
オペレータコンソールPCに保存さ
れ、必要に応じてカラーハードコ
ピー機での印字が可能です。省資源
化の観点からメッセージプリンタは
設けないものとしてよろしいでしょ
うか。

ご質問のとおりでも可と
します。

256 質問 要求水準書(案) 172 第4 1 計画基本事項

「組合管理事務所」とは管理棟と読
み替えて差し支えないでしょうか。
その上で、「組合管理事務所は既存
施設をそのまま流用するため、本工
事においては、既存建物の電気配
線、配管等の付け替えを行うものと
する。」とあります。添付資料9およ
び16によると、管理棟はすべて一般
回路で非常用回路がありません。付
け替え後の回路は、今回の仕様に合
わせて見直すものと考えてよろしい
でしょうか。

ご質問のとおりとしてく
ださい。

257 質問 要求水準書(案) 172 第4 1

なお、組合管理事務所は既存施設を
そのまま流用するため、本工事にお
いては、既存建物の電気配線、配管
等の付け替えを行うものとする。と
要求されておりますが、具体的に既
存建物の電気配線、配管等の付け替
えが必要な箇所についてご指示お願
い致します。

No.256をご参照下さい。

258 質問 要求水準書(案) 172 第4 1 1 1) 工事範囲
洗車棟の別棟・合棟は指定がなく、
事業者提案と考えてよろしいでしょ
うか。

ご質問のとおりでも可と
します。ただし、洗車待
機で５、６台程度並ぶこ
とがありますので、待機
スペースを確保してくだ
さい。

259 質問 要求水準書(案) 172 第4 1 1 1） 門・囲障
門・囲障は既存流用とされています
が、拡幅などの改修は無しで宜しい
でしょうか

ご質問のとおりでも可と
します。
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260 質問 要求水準書(案) 172 第4 1 1 1) 計量棟
工場棟と計量棟は合棟でも宜しいで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

261 質問 要求水準書(案) 172 第4 1 1 2） (2) 工場用地

「仮設事務所、工事用駐車場、資材
置場等の用地については制約条件が
ある。」とありますが、制約条件と
は、添付資料４工事範囲図に示され
た範囲内に設置するものと考えて宜
しいでしょうか。また、新たに工事
車両搬入口を北側道路に設けてもよ
ろしいでしょうか。

制約条件についてはご理
解のとおりです。また、
工事車両搬入口について
は門扉Ｂ側であれば設置
も可としますが、使用後
は復旧をお願いします。

262 質問 要求水準書(案) 172 第4 1 1 2) (2) 工事用地

仮設事務所、工事用駐車場、資材置
場等の用地については制約条件（工
事範囲内で配置不可等）あればご教
示お願い申し上げます。

特に指定はございませ
ん。

263 質問 要求水準書(案) 172 第4 1 1 2) (4)
給水設備の取り
合い点

給水については、上水は最寄り水道
管と提示されておりますが、添付資
料22　屋外上水給水管敷設図の黄色
配管が残置され、その水道管に接続
するという理解で宜しいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

264 意見 要求水準書(案) 173 第4 1 1 3) (3) 仮設事務所
工事監理者用仮設事務所の必要概略
面積について、面積の指定なしにし
て頂けないでしょうか。

指定なしとし、契約後の
協議によるものとしま
す。

265 質問 要求水準書(案) 173 第4 1 1 3) (3)
工事監理者用仮
設事務所の内容

工事監理者様の携帯電話等所持され
ていると考え、電話は設置しなくて
も宜しいでしょうか。

電話は不要です。

266 質問 要求水準書(案) 173 第4 1 1 3) (3)
工事監理者用仮
設事務所の内容

コピー用紙については事業者負担で
はないとの理解で宜しいでしょう
か。（必要数不明の為）

要求水準書のとおりとし
ます。

267 質問 要求水準書(案) 174 第4 1 2 3) (2) 見学者動線計画
一日最大の見学者数をご教示願いま
す。

Ｒ５年度の来場者の最大
の日は午前92名、午後23
名の最大115名になりま
す。

268 意見 要求水準書(案) 175 第4 2 1 1) (2)⑨
人荷用昇降機の
要否

「機器搬入設備として、(中略)人荷
用昇降機(入口幅1.5ｍ以上入口高さ2
ｍ以上、かご奥行1.5ｍ以上、積載重
量500kg以上)を設置すること」とあ
りますが、「メンテナンス用ホイス
ト、マシンハッチ等を設置(炉室内人
荷用昇降機を非設置)」とさせて頂け
ないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

269 意見 要求水準書(案) 175 第4 2 1 1) (2)⑨
人荷用昇降機の
仕様

人荷用昇降機設置の場合、設備仕様
(かご寸法、積載重量等)は事業者提
案とさせて頂けないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

270 質問 要求水準書(案) 175 第4 2 1 1) (2)⑨ 人荷用昇降機

機器搬入設備として，人荷用昇降機
の設置が求められておりますが，メ
ンテナンス性と費用対効果を考慮
し，マシンハッチとホイスト等に変
更提案は可能でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

271 意見 要求水準書(案) 175 第4 2 1 1) (3)① 見学者通路幅

「見学者通路については、原則とし
て幅2ｍを確保すること」とあります
が、車いす利用者に配慮した有効幅
1.8mとさせて頂けないでしょうか。

要求水準書のとおりとし
ます。

272 意見 要求水準書案 175 第4 2 1 1) (4)④ 見学者対応等

見学場所には、モニタ等を設置し、
わかりやすい説明が～とあります
が、体験型学習コンテンツ（見るだ
けでなく、触れて学ぶ仕組み）の導
入について、要求事項がありました
らご提示の程御願い致します。

特に指定のものはござい
ません。

273 質問 要求水準書(案) 177 第4 2 2 4) (2) 焼却炉室
焼却炉室床は、防塵塗装でなく、水
洗いが出来るようにすることで宜し
いでしょうか。

要求水準書のとおりとし
ます。

274 質問 要求水準書(案) 178 第4 2 2 4) (3) 中央制御室

中央制御室で各設備を操作可能とす
ること記載がございますが，見学者
の対応並びに安全な施設運用の観点
からごみクレーンと灰クレーンの操
作は中央制御室外に配置することは
可能でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

275 質問 要求水準書(案) 179 第4 2 2 4) (9)③ 電気関係諸室

「床に配線ピットを設け」とありま
すが、電気工事の施工の容易さを考
え、配線ピットの代わりに二重床(フ
リーアクセスフロア)を提案してもよ
ろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

21



№ 区分 対象 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問・意見 回答

276 質問 要求水準書(案) 179 第4 2 2 4) (9) ③
配線ピットではなくフリーアクセス
フロアとしてもよろしいでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。

277 質問 要求水準書(案) 179 第4 2 2 4) (9) ③

「なお、屋外への設置も可とする
が、公害防止基準を満足するこ
と。」とありますが、これは非常用
発電機に関するご指示との理解でよ
ろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

278 意見 要求水準書(案)
179,
180

第4 2 2 4) (13)
工場棟居室規模
等

「書庫、倉庫 20㎡程度」、「工作室
50㎡程度」とありますが、室面積は
事業者提案とさせて頂けないでしょ
うか。

書庫・倉庫は兼用で20ｍ2

以上とします。工作室は
１箇所ですが、面積は50

ｍ2以上として下さい。

279 質問 要求水準書(案) 179 第4 2 2 4) (13) 運転員関係諸室

プラットホーム関連諸室に記載の
「作業員用控室」は、搬入ごみの不
適物選別やスプリングマットの解体
等を行う作業員の休憩室に使用する
と考えてよろしいでしょうか。

どの役割の職員が使用す
るかについては未定で
す。

280 質問 要求水準書(案) 179 第4 2 2
4）
5）

(13) 湯沸かし室
工場棟の湯沸かし室と管理エリアの
湯沸かし室を共用として宜しいで
しょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

281 質問 要求水準書(案) 179 第4 2 2
4）
5）

(13) 書庫・倉庫
工場棟の書庫・倉庫と管理エリアの
書庫と倉庫を共用として宜しいで
しょうか。

別として下さい。

282 質問 要求水準書(案) 179 第4 2 2 4) (13) トイレ

各階トイレにバリアフリー化と記載
ありますが、バリアフリーの仕様に
ついてご教示お願い申し上げます。
身障者／車いす対応トイレは各階必
要でしょうか。また車いす仕様以外
の仕様、小便器などへの手摺など要
求ございますでしょうか。

身障者／車いす対応（多
目的）トイレは見学者用
にご用意ください。おむ
つ替え台は必要ですが、
授乳室までの設置は求め
ません。

283 質問 要求水準書(案) 179 第4 2 2 4) (13) トイレ

全ての階にトイレ設置が求められて
おりますが、必要な階に必要数設置
することでよろしいでしょうか。
（例：不要な階には0、事務室の階に
は大2、小3など設置。）

ご質問のとおりでも可と
します。

284 意見 要求水準書(案) 180 第4 2 2 4) (13)
工場棟居室規模
等

「倉庫 40㎡程度×2」とあります
が、室面積および室数は事業者提案
とさせて頂けないでしょうか。

「倉庫 30㎡以上×2」と
変更します。

285 質問 要求水準書(案) 180 第4 2 2 5) (2)
管理エリアの平
面計画

その他に記載の「ロッカールー
ム」、「運転員用トイレ」は、P179
の表.工場棟居室規模等にある運転員
関係諸室に含めてもよろしいでしょ
うか。

ご質問のとおりでも可と
します。

286 質問 要求水準書(案) 180 第4 2 2 5) (2)③
管理棟エリアの
平面計画

見学者用トイレについて、おむつ替
え台や授乳室の設置も必要でしょう
か。

No.282をご参照下さい。

287 質問 要求水準書(案) 180 第4 2 2 5) (2)⑦ 管理エリア
管理エリア内は土足仕様とするこ
と。と求められておりますが、見学
者動線も土足仕様でしょうか。

事業者提案とします。

288 質問 要求水準書(案) 181 第4 2 2 6) (2) 洗車棟
洗車棟とありますが、工場棟と合棟
としてもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

289 質問 要求水準書(案) 181 第4 2 2 5) (2)② ロッカールーム

ロッカー面積：20㎡は、男女合わせ
て20㎡を確保することで宜しいで
しょうか。また男女比についてご指
定あればご教示お願い申し上げま
す。

ご質問のとおりでも可と
します。男女比に指定は
ありません。

290 質問 要求水準書(案) 182 第4 2 3 2) (2) 基礎構造
平成15年に今回の敷地で行われた地
質調査報告書一式について、資料の
ご提示をお願いします。

入札公告時までに確認し
ます。

291 質問 要求水準書(案) 182 第4 2 3 2) (2) 基礎構造

建設地は過去に造成工事が行われて
いますが、造成時の設計図書、施工
記録資料をご提示頂きたくお願い申
し上げます。

入札公告時までに確認し
ます。

292 質問 要求水準書(案) 182 第4 2 3 2） (3) 基礎構造

「異種基礎構造は採用しないこ
と。」とありますが、建物の耐震性
等に影響が無いことを前提に、ごみ
ピットを直接基礎、その他を杭また
は地盤改良杭とする計画としてもよ
ろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

293 質問 要求水準書(案) 183 第4 2 3 4) (1) 屋根

シャッターの上部に庇を設けるよう
に求められておりますが、すべての
箇所に設けるのでなく、必要に応じ
て設けることでよろしいでしょう
か。

ご質問のとおりでも可と
します。
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294 質問 要求水準書(案) 183 第4 2 3 4） (1)② 屋根

「炉室の屋根は、・・・換気装置を
設けるものとし」とありますが、外
壁にハイサイドライトを設置する計
画としてもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

295 質問 要求水準書(案) 183 第4 2 3 4) (1)⑦ 屋根

「外部階段を計画する場合は、屋根
を設けること」とありますが、この
外部階段とは工場棟の地上に通じる
階段を指し、それ以外の階段には屋
根を設けないと理解してよろしいで
しょうか。

ご理解のとおりです。

296 質問 要求水準書(案) 183 第4 2 3 4） （2） 外壁

「遮音性能が要求される部分は、原
則として鉄筋コンクリート造とする
こと。」とありますが、騒音規制法
を満足する場合は外壁をALCとしても
よろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

297 質問 要求水準書(案) 183 第4 2 3 4) (2)① 外壁

「遮音性能が要求される部分は、原
則として鉄筋コンクリート造」とあ
りますが、内装仕上げに適切な遮音
材を使うことを条件に鉄骨造にて計
画させて頂けないでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

298 質問 要求水準書(案) 183 第4 2 3 4) (2)② 外壁

「（既存）研修室、・・・について
は、全炉停止時に悪臭による不快感
を与えない構造とする」ようご指示
ありますが、「（既存）研修室」
は、既設管理棟内に設置されていま
す。そのため、今回の工事範囲外と
理解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

299 質問 要求水準書(案) 183 第4 2 3 4) (3) 床

建物内部の床構造は、鉄筋コンク
リート造の構造スラブを原則とし、
必要に応じて舗装を提案しても宜し
いでしょうか。

要求水準書のとおりとし
ます。

300 質問 要求水準書(案) 184 第4 2 3 4) (7)⑧ 建具・金属類

「シャッター若しくはオーバースラ
イダーはステンレス製」とあります
が、鋼製の上耐候性塗装仕上げとさ
せて頂けないでしょうか。
また、該当するシャッター等は外部
に面したシャッター等と理解してよ
ろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

301 質問 要求水準書(案) 185 第4 2 3 5) (1) 構造計算

静岡県建築構造設計指針・同解説
（2014年版）P.2‐14 用途係数
（Ｉ） の公共的建築物の場合の1.25
の割増は考慮しないと考えて宜しい
でしょうか？
考慮する場合、許容応力度計算割増
に考慮し、保有水平耐力計算におい
ては、考慮しないと考えて宜しいで
しょうか。（保有水平耐力計算で
は、官庁施設基準による構造体の重
要度係数1.25の割増と重複するた
め）

静岡県建築構造設計指
針・同解説（2014年版）
の用途係数の割増も考慮
してください。ただし、
保有水平耐力計算におい
ては、考慮しなくても構
いません。

302 質問 要求水準書(案) 187 第4 3 1 4) (4) 構内道路

「敷地外からのアプローチを踏ま
え、敷地内の歩行者動線を確保する
こと」とありますが、工事範囲内に
位置する門扉Bから工場棟までの動線
を確保すると理解してよろしいで
しょうか。

ご理解のとおりです。

303 質問 要求水準書(案) 187 第4 3 4 植栽
法規上問題なければ、緑化率は既設
考慮しても宜しいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

304 質問 要求水準書(案) 189 第4 4 1 6) 埋設標示

埋設標示は、本組合との協議による
と記載御座いますが、例えば配管分
岐及び曲り部以外でどのような箇所
を考えられているでしょうか。

契約後の協議によるもの
とします。

305 質問 要求水準書(案) 190 第4 4 2 1) (3)
熱源空調機器設
備

「使用時間別にゾーニングを行い、8
時間、随時の2系統を計画する」と記
載されていますが、24時間、8時間、
随時の3系統を計画することでよろし
いでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

306 質問 要求水準書(案) 190 第4 4 2 1) (7)
熱源空調機器設
備

加湿の対象室は、すべての部屋を対
象とされるでしょうか。
事務室、作業員控室及び休憩室と考
えてよろしいでしょうか。

契約後の協議によるもの
とします。

307 質問 要求水準書(案) 190 第4 4 2 1) (8)
熱源空調機器設
備

室内湿度を記載する欄があります
が、冬季については湿度制御が困難
な場合、「成行き」と記載すること
でよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。
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308 質問 要求水準書(案) 191 第4 4 2 3) (1) 換気、排煙設備

設計条件は、国土交通省監修「建築
設備設計基準 令和6年版」（最新
版）の浜松の数値を採用して宜しい
でしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

309 質問 要求水準書(案) 192 第4 4 4 1) (5） 衛生器具設備
非常時通報設備は1か所でも宜しいで
しょうか。

契約後の協議によるもの
とします。

310 質問 要求水準書(案) 193 第4 4 4 3) (7) 合併処理浄化槽

合併処理浄化槽を設置すること。と
求められておりますが、原則1敷地1
浄化槽に対し、既設浄化槽に加えて2
つ目の浄化槽を設置することで宜し
いでしょうか。

既存の合併処理浄化槽の
容量を加えた新規の合併
処理浄化槽を設置して、
旧合併処理浄化槽で処理
していた排水も併せて処
理してください。

311 質問 要求水準書(案) 193 第4 4 5 昇降機設備
サイズは事業者申し出で宜しいで
しょうか。ご指定あればご教示お願
い致します。

ご質問のとおりでも可と
します。

312 質問 要求水準書(案) 193 第4 4 6 1) 消防設備

本事業に関して、入札書提出までに
所轄消防や関係官庁への事前協議は
可能でしょうか。なお、これまで組
合様にて行った事前協議に関して、
資料がありましたらご掲示願いま
す。

各社にて独自に事前協議
を行って頂いても構いま
せん。

313 質問 要求水準書(案) 193 第4 4 6 5） (2) 消火器

屋内消火器は、壁埋め込み形の格納
箱内に設置すること。と求められて
おりますが、炉室等の機械エリアは
埋め込みでなく、対象は管理エリア
と考えて宜しいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

314 質問 要求水準書(案) 196 第4 5 7 1） 雷保護設備

JISA4201:2003適用と記載あります
が、2025年4月以降はJIS Z2019のみ
適用可能となるため、JIS Z2019適用
と読み替えすることで宜しいでしょ
うか。

ご質問のとおりでお願い
します。

315 質問 要求水準書(案) 196 第4 5 9 拡声設備
既存管理棟との連携が必要であれ
ば、ご教示お願い申し上げます。

不要です。

316 質問 要求水準書(案) 196 第4 5 11 電話設備
内線は固定電話、PHS、無線等、種類
は事業者提案で宜しいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

317 質問 要求水準書(案) 196 第4 5 11 電話設備
既存管理棟との連携が必要であれ
ば、ご教示お願い申し上げます。

不要です。

318 質問 要求水準書(案) 196 第4 5 11 1) (2) 電話設備

「構内は、(中略)予備管路を含めて2
条とすること」と記載されています
が、対象となる管路は引き込みの管
路と理解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

319 質問 要求水準書(案) 197 第4 5 12
インターネット
設備

「工場棟内WiFi設備を設け」とあり
ますが、対象は工場棟内の管理諸室
エリアと理解してよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

320 質問 要求水準書(案) 197 第4 5 13 1)
中央監視制御設
備

建築電気設備の中央制御室オペレー
タコンソールは、新焼却施設，新マ
テリアルリサイクル推進施設のオペ
レータコンソールとは兼用せず、建
築電気設備用として別途設ける計画
としてよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

321 質問 要求水準書(案) 197 第4 5 13
中央監視制御設
備

建築電気設備の中央制御室オペレー
タコンソールは、新焼却施設，新マ
テリアルリサイクル推進施設のオペ
レータコンソールとは兼用せず、建
築電気設備用として別途設ける計画
としてよろしいでしょうか。

No.320をご参照下さい。

322 質問
添付資料4
工事範囲図

敷地CADデータ
敷地範囲(47,134.2㎡)および工事範
囲が示されたCADデータをご提供いた
だけないでしょうか。

CADデータはないため、
提供ができません。

323 質問
添付資料4
工事範囲図

外構計画において、解体工事側の都
合により、リサイクルプラザ解体部
(残存建屋)とのクリアランスを確保
する必要はありますでしょうか。
工事範囲内であれば、境界線の限界
まで重機を配置したり、車道を配置
してもよろしいでしょうか。

解体後の端部から２ｍ以
上のクリアランスを確保
してください。

324 質問
添付資料4
工事範囲図

高圧線の引込みや管理棟への電気供
給などを実施することから、必要に
応じて、工事範囲外についても改修
工事等を実施してもよろしいでしょ
うか。

ご質問のとおりでも可と
します。

325 質問
添付資料４
工事範囲図

門扉
門扉A,Bは工事期間に使用させて頂け
ることでよろしいでしょうか。

契約後の協議によるもの
とします。
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326 質問
添付資料４
工事範囲図

植栽

敷地南東側の工事範囲着色部にある
植栽はお客様で撤去、更地で工事事
業者に引渡しいただける理解でよろ
しいでしょうか。

撤去の予定はありませ
ん。

327 質問
添付資料４
工事範囲図

工事範囲内の
既存埋設物

工事範囲内に埋設されております添
付資料22　屋外上水給水管敷設図に
記載ある給水管、
添付資料14　上水給水口及び最終桝
位置図に記載ある排水管・桝は、残
置されて事業者に引渡しされると考
えて宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

328 質問
添付資料４
工事範囲図

土壌汚染
工事範囲着色内は、土壌の汚染はな
いと考えて宜しいでしょうか。

不明です。

329 質問
添付資料４
工事範囲図

要求水準書(案)
第3 1 1 7 1) (18) ストックヤード

ストックヤードの解体時期・期間を
ご教示お願いします。

未定です。

330 質問
添付資料４
工事範囲図

工事範囲
ストックヤード背面（図示青色部）
は既存施設に支障なければ使用させ
て頂いても宜しいでしょうか。

契約後の協議によるもの
とします。

331 質問
添付資料5
建築内外部

仕上表(参考)
5-2 2 電気関係諸室

備考欄に「配線ピット」とあります
が、電気工事の施工の容易さを考
え、配線ピットの代わりに二重床(フ
リーアクセスフロア)を提案してもよ
ろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

332 質問
添付資料5
建築内外部

仕上表(参考)
5-3 2 見学者通路

巾木の仕上げが「ビニル巾木
H=1000」とありますが、5-4頁の見学
者ホールと同じ「ビニル巾木H=60」
としてもよろしいでしょうか。

ご質問のとおりでも可と
します。

333 質問
添付資料25

工事ステップ図

添付資料25 工事ステップ図に関し
て、
R14年度の工事ステップ図⑤において
現ストックヤードは残置されていま
すが、今後解体しない予定との理解
でよろしいでしょうか。
また、現ストックヤードを解体しな
い場合、新施設における動線計画の
ため、現ストックヤードを使用する
車両についてご教示願います。

現状のところ、いつ解体
するかや車両は未定で
す。

334 質問
添付資料25

工事ステップ図

現ストックヤードを解体しない場
合、新施設竣工後に現ストックヤー
ドで見込むべきユーティリティ種類
および使用量についてご教示願いま
す。

特に使用する計画はござ
いません。

335 質問 添付資料25
工事ステップ図
④

ストックヤードは既存ガス化溶融炉
施設が解体完了後，新設されるまで
の間は既存設備を運用する認識でよ
ろしいでしょうか。
その場合，ストックヤードに持ち込
む車両の計量は既存計量機を用いる
認識でよろしいでしょうか。

既存管理棟南側ストック
ヤードの代替施設を本工
事内で整備するものと変
更します。

336 質問
添付資料25

工事ステップ図
②

解体範囲

リサイクルプラザ施設の一部先行解
体（杭は残置）を行う（※この残置
杭のうち、本工事にあたり障害とな
るものは、本工事内で撤去する。）
と記載ありますが、障害とならない
杭は残置することで宜しいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

337 質問
添付資料25

工事ステップ図
②

解体範囲

リサイクルプラザにおけるRX3通りの
壁も撤去されることでよろしいで
しょうか。
解体工事図面又はリサイクルプラザ
の断面図等にて解体範囲を記載して
ご提示頂けないでしょうか。

RX3通りの壁は残置の予
定です。入札公告時まで
に詳細を示せないか検討
します。

25


